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特集

前
号
で
女
性
読
者
の
皆
様
だ
け
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
に
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
細
か
い
書
き
込
み
を
し
て
き
く

だ
さ

っ
て
あ
り
が
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
で

全
部
は
紹
介
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

そ
の
前
に
、
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
回
答
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
の
中
で
、

ア

ン
ケ
ー
ト
が
片
面
し
か
印
刷
さ
れ
て
い
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
匿
名
で
戻
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
連
絡
が
と
れ
な

か

っ
た
の
で
す
。
せ

っ
か
く
回
答
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
に
、

ご
め
ん
な
さ
い
。
書
き
込
ん
で
く
だ
さ

っ
た
分
は
、
以
下

の
集
計
結
果
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
Ｉ
　
Ⅲ

ｌ
６
の
設
間
で

一‐優
生
保
護
法
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
疾
病
が
胎
児
に
あ
る
場
合
、
中
絶
が
認

め
ら
れ
て
い
る

一
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
事
実
誤
認
で
し

た
。
産
む
側
の
女
性
が
優
生
保
護
法
に
掲
げ
ら
れ
た
疾
患

に
か
か

っ
て
い
る
場
合
は
、

「
そ
の
者
に
対
し
て
、
そ
の

疾
患
の
遺
伝
を
防
止
す
る
た
め
優
生
手
術
を
行
う
こ
と
が

公
益
上
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
は
、
中
絶
が
認
め

ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
四
年
く
ら
い
前
に
ち

ょ
っ
と

「
運
動
」
し
て
た
記
憶

を
頼
り
に
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
な
、
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も

っ
と
細
か
く
見
て
い

け
た
ら
よ
か

っ
た
の
で
す
が
、

い
ろ
ん
な
立
場

。
考
え
方

の
方
が
お
答
え
く
だ
さ

っ
た
の
を
、
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
力
不
足
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

い
ろ
ん

な
意
見

・
考
え
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
ご
紹
介

し
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
き

っ
か
け
に
は
十
分
な
る

と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
、
メ
ン
ド
ー
な
質

問
に
、
丁
寧

に
回
答
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（色
）



I あなたについて

1 何十才代ですか。

②20代 =7人    ③30代 =H人    00代 =3人
2 パートナーがいますか?

①いる=9人  ②いない=lo人   △=1人
該等なし=1人

・セックスにおける特定の相手という意味では①だが、それ以上でもそれ以下でもない

ので、「パートナー」とは呼べない。(加代)

3 2で①と答えた方、パートナーは異性ですか同性ですか。

①異性=10人  。とりあえず①o  ②同性=2人
4 いまの暮 らしの形態は、どれにあたりますか

'

①法律婚=2 ②事実婚=1人 ③ペーパー離婚=1人
④一人暮らし=9人
⑤親と同居=5人 ⑥同性パートナーと同居=1人 ⑦ルームメートと同居=1人
③その他=2人   ・娘と同居  。異性と同居

5 仕事をしていますか ?

①している=15人

①の方、内容と形態、だいたいの年収をお教えください。 省略

②していない=5人
6 子どもがいますか ?

①いる=6人  ②いない=15人

①と答えた方、次のどちらですか?

③自分で産んだ=6人   ・自分で産んだが、別居。(404t)

①自分で産んだのではないが育てている=0人
7 5で①と答えた方へ。
1)何人いますか。

「1人」=3人    「2人」=3人
2)人数・間隔を計画的に産みましたか。
「はい」=2人   「いいえ」=3人

3)子どもがいないほうがいいと思うことがありますか。あるとしたら、どんな時ですか。
・ごくまれにある。一人になりたい時。(304t)

。自分のやりたいことが、ままならない時。(∞代)

。今は (子 ども15歳)思わないけれど、幼い時は手がかかり (当 たり前だけど)、 いないほ

うがいいと思つたこと、数知れず。(404)
。一人が気楽。疲れない。(“代)

。ある。子どもにイライラすることがよくある。いないほうが静かでよい。セックスだつ

て、邪魔されない。(40R)

8 5で②と答えた方へ。
1)いずれ、産みたいと考えていらっしゃいますか。

①いつかは産みたい=7人
。②③④ではないという程度。あまり固執していない。("代 )

。まったくないとも言い切れないが、いつかは…とも思わない。できないかもしれないし。

0は )

②計画中=0人    ③妊娠中=0人
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④産むつもりはまったくない=6人
・万が一妊娠したら、産むかもしれない。(m代)      

・

・できたら産みたいという気もするが、意図的につくりたいとは思わない。子どもは欲し

いという気持ちはあるが、男と関係がないのと、お金がないので、できない。(30ft)

⑤わからない=2人
。わからない。産みたいと思うようになるかもしれない。でも、今のままなら産まない。

(20ft)
。なりゆき (条件が整えば、しかし、必ずしも産むことにはこだわらない)。 (∞代)

2)過去に産みたいと思ったことはありますか。もしあるとすれば、その時、産まなかったの

はなぜですか。

・妊娠 しなかつたから。(204)

・女同士じゃ無理だから。(20ft)

。お金がないから。(節代)

・瞬間的に思つたことはあるが、その気持ちは続かない。(節代)

。いろいろ。やりたいことができなくなる。「母」役割固定はいやだ。(∞代)

。ある。相手の男性がとても手に届かない人 (夢 と現実のあいだにいるような人)だから。

(30R)
。普通に結婚して、とうぜん子どもを産むだろうと思いましたが、べつに結婚する気があり

ませんでした。これからもし結婚しても、もう産みたいと思いません。たぶん結婚もしない

だろうし……。(3研t)

。産みたいとは思わなかつたが、欲 しいと思つたことはある。思つた時にできて りや産んだ

かもね。けど、「昨日そう思つた」「今日はもう思わない」なので、そもそもムリでしよう。

(304t)

Ⅱ 中絶について

1 現在、日本の医学界では妊娠22週以降の胎児が「いのち」とみなされています。それは、22

遇の胎児が母体外で生存していた例があるためですが (優生保護法によって、胎児が母体外で生

存できない場合は中絶が認められているため)、 あなたは一個の人間の「いのち」はいつから始ま

るとお考えですか。

①受精の瞬間=8人
③肇準の瞬間=0人
④妊娠している当の女性が「いのち」だと認識した時=7人

。結論として④としか言いようがない (30代 )。

⑤その他=1人
。医学界で見なされている「いのち」は、あくまで優生保護法解釈のための「いのち」

です。尊重されるべき1個体の人間としての「いのち」のことではありません。私は前

者としての「いのち」について考えるのは、中絶反対を意味するととらえており、後者

の場合、そもそも「いのち」とはなんぞや、という問いかけに還元されてしまい、もと

もこもなくなります。したがつて、「わかりません」。(20ft)

。①から「いのち」だとは思うけれど、それは花や虫の「いのち」に通じるようなイメー

ジ。愛着の皮合が “人間のいのち"と いうのとは違うよう。自分に妊娠の経験がないの

で、従来、他人の子に関しては③の時に “人間のいのち"と認識してきたと思うが、妊

娠している本人にとつては④なのだろうな、と思う。("代 )

′ (ア′fO/S′ R Lう′Jび

②法律的に中絶が認められている22週より以降=5人
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一

れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
「
母
体
の
健
康
」
（を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
）
　

べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の

「環
境
」
の
中
に
は
相
手
の
男
性
と
の
関
係
と
　
一

一

と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
胎
児
の
障
害
が
理
由
と
さ
れ
る
　
　
ぃ
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

コ
ン
ド
ー
ム
も
き
ち
ん
と
使
え
ば
い
い
ん
で
す
　
一

一

こ
と
は
明
ら
か
な
わ
け
で
す
か
ら
、
医
師
た
ち
の
間
で
は
、
胎
児
条
項
が
あ
れ
　
　
け
れ
ど
、
や
は
り
男
ま
か
せ
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
ま
現
在
ほ
と
ん
　
】

【

ば
す
っ
き
り
す
る
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
と
い
っ
て
具
体
的
な
動
　
　
ど
の
日
本
人
が
コ
ン
ド
ー
ム
し
か
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
考
え
た
い
　
一

爾
野

‐由利
子
さ
ん
紀
聞
く
一

【

―
―
日
本
の

「改
悪
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の
動
き
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最
近
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
女
性
　
】

】
――
「産
む
・産
ま
な
い
」
は
女
性
が
決
め
て
い
る
と
考
え
ま
す
か
？

“

芦
野

¨
残
念
で
す
が
、
そ
う
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言
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思
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ぁ
と
は
、
伝
統
的
な
価
値
観
の
問
題
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あ
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ま
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ね
。
そ
れ
と
、
法
制
度
の
　
中

一
　

ま
ず
第

一
に
、
望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
、
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い
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こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
　
　
問
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。
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が
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2 中絶について、どちらの立場をとりますか。

①肯定・承認=20人   。(心情的には②だけれど)全否定しきれない点で①。("代 )

②否定 。不承認=0人
3 中絶は「いのち」を抹殺することだと思いますか。

①思う=12人   ・前問2の抵抗感の元は①。(∞代)

・でなきゃ、今ごろ私は4人の子持ちさつ…。(30代 )

②思わない=6人
③その他=3人

・回答不能。 (Ю代)

。① >②。まったく思わないと言ったらウソになる気がするから。 (304t)

・他人事としては①。あ―サツパリしたつ !と 思つた (経験者談)→②。 (304t)

ノーコメント=1人
4 2で①→3で①と答えた方、中絶を青定するのはなぜですか。

①「いのち」であっても人間ではないから。=1人

②いま生きている女のいのちのほうが大切だから。=12人

③子どもを育てる条件が整っていないのなら産まないほうがいいから。=6人
。(い ま生きている女の)「いのち」というか、生ききること。(30ft)

・子を産むことで母体の生命が危険なときと、強姦による妊娠などで、産み育てる意志がも

てないときなど、産んでから殺 したり捨てたりするくらいなら、やむを得ないのかな、とは

思う。(304t)

④その他=7人
・産んだことを後悔するなら産まないほうが・…・・。子どもは望まれて産まれてくるべき。(20

代)

・いま生きている女の意志が大切。中絶の傷 (体・精神的に)を負うのは女自身以外の誰で

もない。(2は )

。中絶はいのちの抹殺であることは客観的事実である。いのちを抹殺するのだから、当然、

中絶は「悪」です。しかし、現在の社会的・技術的状況において、中絶は肯定せざるを得ま

せん。中絶を禁止することは、女性を幸せにはしないからです (中絶を禁止することは、そ

ういうイミでは「悪」です)。 私は中絶を肯定します。しかし、肯定するのは、中絶そのもの

が善だからではないのです。普遍的な善ではない。私はそれをわかったうえで、中絶を選ぶ

のです。そういう態度が必要ではありませんか?(30代 )

・産むか産まないかを決めるのは女性であるべきだし、女性の意志が一番だから。(∞代)

。いま生きている女の「生活」のほうが大切だから。(30ft)

・個人的に、子どもがキライだから。個々の子どもではなく、子どもという存在がキライ。

0は )

5 3で②と答えた方、中絶は「いのち」の抹殺でないとしたら、何だと考えますか。

・ガンをとるようなもの。(20R)
。生き方の選択。(20代 )

・女の人生における選択のひとつ。(30ft)

。ひとつの答えでくくるべきではない。(∞代)

。私にとつては、おできとか、そ―ゆ―のを取り除いただけ。→一般論は言えません。(30C)

。生命であるが、それを産む。誕生させることが必ずしも正しい選択とは思わない。産むこ

とで女の性ばかりが負担を負う状況は厭。(404t)

。そのことは考えたくない。(4は )

, C″
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6 中絶は法律でどう扱われるべきだと考えますか。

①ぃかなる理由であつても合法とすべき。=H人 . yy16,fl,d>LJ. (30.ft)

②一定期間内 (妊娠○○週以内、など)であれば無条件に合法として、その後は特別な理由に

限り (妊婦の生命の危険、など)合法とすべき。=5人
。①だと思うけど、現実的な法律を考えると②。(304t)

③強姦や近親姦の場合は、全期間、合法とすべき。=3人
・まずは堕胎罪と優生保護法の撤廃!! ②の「特別に理由」に③も含まれると思う。(Ю代)

④その他=5人
。あくまで妊娠 している女性の意志を尊重し、女性の体への安全性を考慮すべき。ひょっと

して、①に近いのかな。でも「いかなる理由」というのも怖い気がします。(20代 )

。①にしたいけど、①で受精の意見を最重視するべき。(20ft)

・妊婦の意志にしたがつて、合法。ただし、中絶することで起こりうる、妊婦の体の異変な

どについては、あらかじめ相談できること。(20代 )

・妊婦本人の意思を最大尊重できるようにするべき。妊婦本人が決定権を持つようにする。

004t)
・基本的には法律で扱う問題ではないはず。扱うとすれば、女性の保護のためだけにのみ法

規制が必要となるべきだ。「近代法」とは、倫理を扱うものではなく、必要最低限存在すべき

ものだから。 (30代 )

。わからない。法律で決め られる (管理される)こ とに抵抗はあるけれ ど、中絶はやつぱ り

「殺人」かな (上の「いのち」の問題とあわせて、今のところ、自分の中で曖味なのですが)

という気もするし、身体をいたずらに手術することへの抵抗感もあつて、中絶野放しつてい

うのも支持できない感じ。(30代 )

7 子 どもはどのような状況で産まれてくるべきと考えますか。

①産む女性に望まれているのなら、よい。=14人

②両親に望まれて産まれるべき。=2人

③産む女性の周囲の協力があるのなら、よい。=4人

④親子ともに、現在の日本の平均的生活水準が保てる経済的基盤があるべき。=5人

⑤なんとか食べていける程度の経済的基盤があればよい。=2人

⑥いかなる状況・条件においてもよい。=4人

②その他=4人
。まわりにかわいがられる状況、絶対的に安心な状況=私の場合、こう産まれてきたい。(20

イt)
・②に越したことはないけれど……。理想としては⑥と思うけれど、現実的に、親に育てる

意志がないような場合に、その産まれた子をサポートするようなシステムが十分とは思えな

いので。(304t)

・基本的には①だけど、②や③もあつたほうが、子どもが生まれてから、その女性自身も子

どもも楽だと思う。サポートしてくれる人が、それだけいることになるから。(304t)

・子どもが愛され、保護され、育てられる環境、状況が最低必要。(304t)

。「べき」と言われると困るが、産む女性が望んでいて、「相手」も望んでいて、周囲の協力

もあり、経済的にもとりたてて問題ない、というのがBestで しよう。(30代 )

。設間自体、ナンセンス。だつて、子どもは状況を選ばず生まれる。(30代 )



‐     Ⅲ 「産む。産まないは女が決める」とぃう言い方につぃて

'1 この言い方について、どう思いますか ?

①異存なし=14人  ②異存あり=3人
無回答=2人

・よくわからない。ビンとこない。国家 (法律)でなく個々人が、という主張としてなら共

感するところもある (個人差の多い問題―精神的にも身体的にも―を機械的に「22週」で区
切つてしまうようなことに抵抗がある)けれど、「女が」というのはなじめない。(30ft)
。あるともないとも言えない…。(3研t)

①と答えた方は、理由もお聞かせください。
・異存というより、違和感。「スローガン」に対する違和感。("代 )

。そんなに簡単に言い切れない。(30ft)
。ちよつと強がりに聞こえる。もちろん決めるのは女だけれど、どんな状況でも産めるよう、
世の中を変えたい。(如代)

2 いまの日本で、この主張は必要だと思いますか?

①必要=17人
・必要・不必要と問われれば必要だが、好き。きらいと問われれば、きらい。(204t)

②必要ない=0人
無回答=2人

・「主張」=ス ローガンととらえるなら必要はないが、女から自らの意志に反して「産まさ
れる」現実に直面したとき、「決めるのは私よ!!」 と言える世の中であればよい、と思う。(30

代)

3 2で①と答えた方、それはなぜですか。

①中絶の合法化のため。=7人
②堕胎罪を撤廃するため。=8人

。すなわち、中絶の合法化……にならないのでしょうか。(204t)

・男にとつて不平等でもかまわない、と私は思う。(20ft)

③男女平等を獲得するため。=4人
④その他=7人

。だつて女性が産むんでしょう? 男に決められては困る。(20代 )

。子どもの養育負担がほとんど1∞パーセント母親と父親、その親族に負わせられているから。

(30代 )

・女がもっと自由になるため。 (3研t)
・男や男社会が女性のからだを支配している限り、この主張は必要である。 (∞代 )

・女のからだを女にとりもどすため。=自分のからだは自分のもの !(30代 )

・今の不平等な社会で女が決めることは少ない。いろんなことを女が決めたい。 (ω代 )

・産む・産まないの条件は何で決めるのか。妊娠期間が決めるものでない。状況・条件は常
に流動的である。 (40ft)

無回答=1人
4 現在、産む・産まないを女性が決めてぃると思いますか。

①思う=2人
・女性だけが決めているとは思わないけれど、女性も決めている (女性自身の意志が大きく反

映している)と 思う。私の周囲の感 じでは、最終的に本人 (女)が決めていると思える (そ

の決断に、パー トナーや親戚や社会や法律が圧力となっていようとも、圧力に屈するのも、

それはそれで “意志"だ と思うので)。 (30ft)
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②思わない=lo人

③その他=7人
・私の友人たちに関して言えば①だが、全体のことはわからない。①とは言え、いろんな事
情から、自由に決められるわけではない。(204t)

。「産まない」ほうは、まあできるが、「産む」ほうは、女一人では条件が厳しい。だから、

「産まない」ほうがクローズアップされている。(304t)

。この質問には①か②では答えられないよ～。(30代 )

。①になりつつある。(30ft)

・①≦②。でも少しずつ決めている女性たちが出てきてると思うから。(30ft)
。一般論として言えない。私は自分で決めた。(30ft)

・幸運にも自分で決められる女もいるが、他人に強制されている女も多数いる。(40ft)

5 産まないと女性が決める理由として、あなたが納得できるものは何ですか。

①健康面で妊娠・出産に問題がある。=12人

②子どもを産むことが生き方。人生観に合わない。=14人

③いずれは産みたいと思うが、いまはそれが最重要ではない。=12人

④子どもを育てるだけの経済的余裕がない。=12人

⑤子どもはもう欲しいだけ産んだ。=H人
⑥胎児に障害がある。=2人
⑦その他=4人

。何でもゆるす、納得する。産む母親の意見ならすべてゆるす、納得する。 (20ft)

9 C′ブ0層ヴR t● 4,6



・納得の度合にもよるが、他人事として①～⑥すべてあると思う。("代 )

自分がいま、産まないように気をつけていることの理由は、自分自身、子どもだから。子
どもが産まれたら、虐待しそうでこわい。逆に、すべての敵から自分の子を守ることにヒス

テリックになる可能性のほうが大きいのかもしれない。今のところ、私は毎日、先を先を見
ていて落ち着かない。子どもがどう育つかなど、母親にのみ責任を帰すべきではないと頭で

は考えるが、自分みたいな情緒不安定の人が子どもを産むと、とても悲しいことが起こりそ

うなのでいやだ。でも、万が一妊娠したら、以上のことは中絶するに足る。

自分を納得させる理由にはならないかもしれない。時々、発作的に子どもが欲しくなるの

で、そっちの発作が勝つのかもしれない。「世界があす終わると知つていても、人は草の種を

まくものだ」とかって、そういうものかもしれない。自分の現在の生のためだけに子どもを

産む、というのもあるのか? 何も考えずに、生まれるままに産む……。子どもとしては、

納得できないと思う。(20rt)

。①～⑥すべて。(20代 )

。中絶ではなく避妊の理由として。中絶が理由としては、Ⅱ-4に書いたこと (母体の生命

が危険なときや、強姦による妊娠など)く らい (こ こなら①のみ)。 (30ft)

・ (⑥に関しては)すごくむずかしい問題だと思う。「障害」があつても産むべきだ、とは言

えないし、逆に「障害」があるから産むな、とも言えない。("代 )

6 日本では、優生保護法によって定められた疾病が胎児にある場合、中絶が認められています

が、胎児に障害があった場合の中絶は、障害者の生きる権利を否定し、障害者抹殺につながるも

のと考えますか。理由もお聞かせください。
・直接的にはつながる。どんな障害を持っていようと、生まれてきたことを喜び、産んでくれた

母に感謝すると思う。が、育てる側の苦労や障害者の自立の困難さを考えると、中絶はやむを

得ないのではないか。社会の状況が間接的に「障害者の生きる権利を否定し、障害者を抹殺」

してる。(204t)

。どんな場合でも同じだと思いますが、優生保護法に関しては、法の執行部と親の立場では、ず

いぶん解釈が違います。行政 (と 、ひとくくりにします)は「優生」というくらいですから、

障害者をあらかじめ「弱者・障害者」と決めてかかり、実際、この国の障害者が暮らしやすい

環境づくりを怠つているのは、その証拠ではないでしょうか。したがって彼らにしてみたら、

金のかかる障害者など、初めから産まれてこなければよいのです。それを親が育てるのが大変
だからというようなヴェールに包んだ言い方をするのは、まさに欺晴です。それなら、すべて

の子を育てるのに適した環境を作つていくべきでしょう。親 (特 に女)が、胎児が障害をもっ

て生まれてくることがわかった時点で「優生保護法」の恩恵にあずかろうかどうか迷うのも、

行政によつて障害者が「弱者」扱いされているのを知つているからです。今の段階では、障害

胎児の中絶はおろか、いま生きている障害者の生きる権利すら奪われていると言わぎるを得な

いと思います。(204)            。

・まったく思いません (「いのち」は誕生の瞬間から始まる、と考えるから)。 (20ft)

・考えます。法の下で生をランクづけていると思う。 1・ 2と も関連するが、妊娠している個人

としての女の決定が一番目だと思う。そのうえで、個人の価値観としての生のランクづけは間

題となってくる。(20代 )

・産む人間が責任をもてないなら、やはり産まないほうがいいです。障害のあるなしをこえて。

1204t)

・YES(生 まれてから障害の出るケースもあるから、“抹殺"につながるかはわからないが)。

いちおう子を望んでいる親が、健常児なら産み、障害児なら中絶、という選択をするとしたら、

それは「障害児とともに生きること」「障害者自身が生きること」を十分否定していることにな

ると思う。(3峨 )

ε〃OISIR Iあ′,F/θ



。現状では、これから生まれようとする障害者を減らす可能性はあるが、障害者を産まない理由
は、養育者の側が負担に耐えられないという判断にあるのだから、無理に禁上しても育てにく
いだろう。胎児である障害者あるいは障害を持つたある胎児が、その障害を理由に中絶されよ
うという時、それはある障害者を抹殺することになる。しかし、すべての親が障害者を抹殺し
てしまうとは思わない。その判断をする決め手は、「障害者の生きやすさの現状」である。障害
者抹殺恐怖は、現状の生きにくさの反映であるから、それは解決すべきだが、「中絶」判断は、
①妊娠をひきうけている女性、C養育をひきうける人、の意見がこの順序で尊重されるべきだ。
0は )

・
(「 日本では、優生保護法によって定められた疾病が胎児にある場合、中絶が認められています」
という記述について)そんなことはありません!! 事実誤認です ! 事実誤認をきちんと読者に

知らせてください!!(304t)

。はい。ただし、障害児を産んだ女の負担には多大なものがあり、中絶した女性を責めるもので
はない。優生保護法という制度、胎児チェック、障害者を否定する現社会 (障害者を産んだ女
に多大な負担を負わせる社会)を変えていくべき。(∞代)

・必ずしも、つながるとは思わない。直線ではないでしょう。(30ft)
・考えます。なぜなら、すべての中絶はいのちの抹殺だからです。しかし、だからと言つて、中
絶を一律に認めないという考えを、私はもっていません。いのちの抹殺だということをしっか
り認めた上で、個々が決めることだからです。私がイヤなのは、中絶はいのちの抹殺ではない

から、とか、「私」のいのちのほうが大切だから中絶してもよい、だから私は悪くない、という
欺晴的態度・イナオリです。中絶は悪だが、この状況においては、私はこれを選ぶしかない。
悪の罪はかぶろうという、堂々とした態度が必要です。(30ft)

・つながると思う。中絶する動機がそうだから。でも、現実のこととして考えると、例えば非婚
で子どもを育てようとする女性がいたとき、その子が障害を背負って生まれてくることがわか
つたとき、育てる勇気が果たしてあればよいが、そうでない場合は、認められてもよいという
選択肢がないときつい、と私は思います。 (30代 )

。商品を選ぶように自分の子どもも「いいもの」だけ選ぶことを、どう思うか……。障害者の生
きる権利はもちろん認めるべきだが、他の中絶にうるさいのに、こういう場合には都合がいい
というのは、どうも法律の暴力ではないのか。(304t)

・元「活動家」の私は即座に「YES」 と答えるが、それはあくまで「理屈」である。(30ft)

・考えます。生産性のない者 (老人、障害者、女)、 いわゆる弱者を切り捨てる思想には反対しま

す。(404t)

・はい。私自身、脳性マヒ者。障害者の存在がなぜ駄目なのか。健全者で生まれても障害者とな

り得る。障害者は後天的、生まれつきでない人のほうが多い。(404t)

・障害者抹殺につながる行為だと思う。理由は述べるまでもない。(40代 )

7 日本では優生保護法によって「経済的理由による中絶」は合法化されていますが、それを5

のように考えると、経済的理由による中絶は、低所得者の生きる権利を否定し、低所得者抹殺に

つながるものと考えますか。
・思わない。(加代)

・ 6の場合 と少し異なります。障害者の場合は、生まれてくる子本人が障害を背負い、一生障害

とつきあっていかなくてはならないのに対 し、低所得者というのは親の状態です。「低所得者の

生きる権利」という書き方は、「親の生きる権利」ということに思えます。私は親が子を産み育

てるのは、その環境が整つている時だけにするべきだと考えますので、経済的理由による中絶

の合法は必要であり、低所得者の生きる権利を略奪しているとは思いません。また、この項目

が「人口政策」とからんで今までに何度か削除されかけたことは、無視できないと思います。

120R)
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。まったく思いません (「いのち」のは誕生の瞬間から始まる、と考えるから)。 (20代 )

。そう思う。どちらも動機は「近代国家の体裁」だと思う。障害者も浮浪者もみっともないから

失せろ、ということだと思う。(204t)

・生きられないと思うなら、産んじゃだめです。お金の面でも。それでも産みたいなら別。(20代 )

・NO。 経済的に育てられないから中絶 (低所得者の子の抹殺?)と いうケースのことを言つて

いるのだとしたら、初めからつくらなければ、抹殺ではないと思う。また、低所得者は子を望

んでも持てない、ということを言っているのではあれば、そのこと自体は問題だと思うけれど、

そのことによつて生存が危うくなるほど深刻な差別を低所得者が受けている、というような事

実があるのでしょうか? 「低所得者」というのは経済状態が好転する可能性もある (流動的

な?)存在として一般に考えられていると思うので、障害者のように人格と結びついて一生貼

られるレッテルと違うのでは?(30ft)
・低所得者は親であって、産まれてくる子ではない。(30代 )

。他人から「あんたは貧乏だから産むべきではない」と言われるのは権利の侵害だが、産む本人

が経済的理由で産みたくないと思えば、それを理由にしてもいいと思う。(30ft)

。いいえ。優生保護法制定の目的としてはあつたかもしれませんが、現実には (現在は)「健全者」

が「障害者」を抹殺するのと違い、母親自身の流動的な事情 (今の日本では、こう言えると思

う)を根拠とするものであるから。(節代)

・必ずしも、つながるとは思わない。直線ではないでしょう。(304t)

。問題のたて方として、同列には扱えないと思います。低所得とは個人の状況であつて、属性で

|ま ないから。(m代 )

。つながると思う。(30代 )
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・⑥と同じで、強いものだけ認めてもらうのは不平等なこと。こういう場合は、福祉の次元であ
る程度、解決できるのではないか。("代 )

・よくわからない……。(3研t)
・考えます。(40R)
・はい。生活の安定の保障がある者だけが出産できる考え方に反対。産んだ後で生活が崩れる場
合もある。(404t)

。そうは思わない。(40代 )

8 産む。産まないの決定に男性はどう関わるべきと考えますか。
①その男性がパー トナーの女性の生き方を尊重し青定しているのであれば、出産の時期や子ど

もの数について、意見を述べるのは当然。=lo人
②その男性が男性本位の考え方しかしてぃないのなら、産めとか産むななどとは言ってはなら

ない。=8人
③互いに尊重し合っていても、経済的基盤や育児に関する条件などについて、男性の望む状況
が整っていないのなら、産みたいとぃう女性の意志に異論を唱えられる。=6人

④互いに尊重し合っていて、経済的基盤や青児に関する条件などが整っていなくても、男性は
産んでほしぃと主張できる。=4人   ・主張のみ。強制ではない場合。 (404t)

⑤いかなる状況においても、女性のみで決めるべき (男性は関わらなくてよぃ)。 =3人
・責任を果さないということとは違う。決定権は女性にあると思います。(30ft)

⑥その他=9人
・決定を女が自分でするこということをわかっていさえすれば、何でも言つてよいと思いま
す。それは、個人と個人のやりとり全般にも言えること。(η代)

。男性でないから答えにくい……。男には産めないんだから、要望をもって当然と思うが、
そんなにうまくいくもんかい。(2峨 )

。今、経済的援助は別にして、実際の子どもの養育は母親がしていることが多いが、その養
育を父親がするなら、決定に関わってもよい (意見を述べる程度)。 そもそも、「産みの母」
と「精子提供者=父」という生物学的な「両親」にのみ養育の義務と子の人生の決定権を与
えすぎるのは、おかしい。両親以外でも育てる人がいて、育てる (育 つことのできる)環境
が、すべての子に必要である。(m代 )

・最終的な判断は女性がするべき。("代 )

・避妊の段階で絶対に関わるべき。結婚している女性の中絶が多数をしめているという状況
が、もっと問題にされてよいはず。彼女たちは、夫にも告げずに、「自分で産まないことを決
めて」中絶を重ねている。男性は精子のタレ流し状態で、パイプカットなど思いもよらない
ようだ。避妊手術というと、女性のもののように思われているのが社会通念。避妊というと
ころでは、絶対に話し合うべき。しかし、妊娠してしまった場合には、女性が全決定権をも
つべき。(304t)

・①であっても、最後の決定は女性がすべき。(304t)
・相手の男性に生き方を尊重された実感がないし、かと言つて、産めとか産むなと言われた

覚えもないし、産みたいと言つて異論を唱えられたこともないので、正直言って、ようわか
らんです (あ くまで自分の経験にこだわっている)。 ("代 )

・基本的には妊娠するには女だけではなく、男もかかわっているはずでしょ。出産・育児に
ついて、なるべく対等であるべと思う。(40代 )
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Ⅳ 生殖技術について

1 体外受精について、どうお考えになりますか。理由もお聞かせください。

①まったく認めない=2人
・性のない妊娠は×。受精卵を体に戻すとは、体を器具扱い。多胎の場合の中絶など、なお

さら。(40rt)

②全面的に認める=3人
・どういう形で子どもを作るかはプライベートな問題で、第 1者 が賛否唱えることではない

と思う (こ のアンケートに挙げたことではなく、そういう選択をした人に対して周りがとや

かく言うこと)(Ⅳに関して以下同)。 (204)
。子ども欲しければ。(20代 )

③状況や場合によっては認める=8人
・私は生殖技術そのものについての知識に乏しいので、明確な理由は言えません。直接質問

の答えにはなりませんが、次のように言つてみたいと思います。

私は現在、子宮内膜症を患っています。この病気は、ご存じのとおり、不妊症との深い関

係が指摘されており、その治療も不妊症治療の一環として行われることが多いようです。も

ちろんこれは、これから子どもを産みたいと希望する女性に対してであり、もう既に子ども

を産んでおり、もう子どもを望まない女性には、提示される治療法も子宮摘出など、とたん

に荒っぼくなつたりします。医者の態度もずいぶん違うようです。このように、妊娠・出産

の機能を、人間の女のもつ機能のほんの一部と考えるのではなく、女の機能のすべて、女と

。して産まれてきたのなら当然持っていてしかるべき機能、これがなければ女ではなく人間で

すらないという考え_方が、ひしひしと伝わつてきて、まったく不快このうえありません。(20

代)

④その他=5人
・判断不能。 (20代 )

・不要と思う。(m代 )

・認めるが、なぜそこまでするのか理解はできない。(30ft)

。なぜそこまでしなくてはならないのか、わからないが、まったく認めないと言い切るほど

でもない。 (40)

2 人工授精について、どうお考えになりますか。理由もお聞かせください。

①まったく認めない=2人
・不自然な妊娠。家制度、「夫婦であれば妊娠が当然」の考え方に反発を覚える。(30代 )

②全面的に認める=3人   。子ども欲しければ。(204)

③状況や場合によっては認める=8人
④その他=5人
・判断不能。(20C)

・不要と思う。
・認めるが、なぜそこまでするのか理解はできない。しかし、友人男性の精子をスポイトで

挿入して妊娠する女性がいてもいいし、性交が生殖の最高の手段だとか、生殖が快楽の最高

の目的だという考えはない。く性交=愛 =家族 (愛)=血族・親族〉連鎖は限界がある。(30

代)

3 代理母について、どうお考えになりますか。理由もお聞かせください。

①まったく認めない=6人
・代理母については、この制度の下では「女の産む。産まない権不1」 の輪郭が曖味になるよ

うな気がするのですが・―・・。自分では産めないから他の女性の子官を借りる、というのでは、

1に書いたような、「女=産むだけの性」に貶めることになりはしないでしょうか。現時点で

は、認めるべきではないと思います。(m代 )
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・女の体を売ったり買ったりすることは許せない。(30代 )

②全面的に認める=3人
・子ども欲しければ。(204t)
。しかし、代理母が遺伝子父母より「母性」が低いとき思わないし、そもそも生物的関係に

よりかかりすぎる体制には限界を感じる。(304t)

③状況や場合によっては認める=4人
④その他=5人

・判断不能。 (節代 )

。②と思うが、たとえ契約していても、途中で親権などを代理母が求めたら、絶対わたして

もいいことにすべき。代理母の権利は最重視されるべき。(∞代)

・妊娠のみを体験したい女性がいれば可。(40ft)

・不要。特に “代理母になろう"と考える人の心理を不気味と思つてしまう。

4 最近、欧米ではレズビアンの人工授精による妊娠・出産が増えています。そのことや、シン

グル女性の人工受精による妊娠・出産について、どうお考えになりますか。

①まったく認めない=1人
②全面的に認める=8人
・育てられる環境が整つていて、欲しいと望むなら、かまわないと思う。上に同じく、当人
たちのプライベートな問題だと思う。(20ft)
。子どもの関わりは、同世代ではない個人との密接な関係を可能にし、親としての経験は、

その人の人生をより有意義なものにする可能性がある。また、子にとって、親が遺伝子父母
であることは、理想でも、必要なことでもない (差別はあるだろうが)。 (30ft)

。とっても難しいことだが、その人の人生はその人のものだと思う。でも、いのちを人工的に

作るということは真剣ら考えるべき。(304t)

③状況や場合によっては認める=8人
。これに関しても知識がないので答えにくいのですが、レズビアンやシングル女性の場合、

1回～数回 (我慢して)妊娠するまで男性とセックスして自然受胎を待つという方法もある

ことを考えたら、人工授精は心理的負担も少なく、ある程度、確実な技術として提供しても

よいのではないでしょうか。ただし、結婚の可能性を持つシングル女性の場合は、カウンセ

リングも含めて慎重に見極める必要があると思います。(204t)
。う―ん、むつかしい。(3威 )

・強制でない妊娠・出産 (の場合なら)。 (和代)

④その他=2人
・判断不能。 (204t)
。どう考えてよいかわからない。これが一番、答えるのに困りました。なぜかと考えると、

第一には、そういう人を身近にも知らないし、小説で読んだことさえない。だから、ほとん

ど考えたことがないからですね。

私の頭の中では、人工授精というものへの抵抗感とレズビアンやシングル女性の権利を擁

護したい気持ちとが衝突します。子どもがちゃんと育つだろうかということについては、ぜ

んぜん心配しませんが、欲しいと思つてもいないのに妊娠して産んだ私としては、なぜ、人

がそれほどまでに子どもが欲しいと思うのか、わかりません。私は、子どもがごく小さい頃

には、かわいく思つていましたが、成入した子どもなんて、かわいくも何ともありません。

こういうことは言つてはならないことだから、他人には言いませんが。子どもなんて (私 と

親との関係を考えたつて)自分勝手なもので、子どもからすれば、親などうつとうしいだけ

のものです。なるべく、うつとうしくないように、子どものプライバシーには一切、口をは

さまないようにしていますが、それでも子どもは私をうっとうしく感じていると思います。
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、
あ
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友
人
か
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供
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れ
た
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子
で
人

工
授
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し
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妊
娠

・
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産
す
る
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ズ
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ア
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増
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よ
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。
そ
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最
近
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は
、
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ん
だ
母
親
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パ
ー
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ナ
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も
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ら
れ
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。
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に
生
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子
供
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る
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ズ
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・

マ
ザ
ー
は
た
く
さ
ん
い
る
。
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

先
日
テ
レ
ビ
で
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介
さ
れ
た
、
男
女
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割
を
か
っ
ち

り
し
て
い
る
職
業
オ
ナ
ベ
さ
ん
と
そ
の
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」
の
カ

ッ
プ
ル
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外
、
人
工
授
精
で
子
供
を
産
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女
と
女

の
カ
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プ
ル
を
私
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ら
な
い
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オ
ナ
ベ

さ
ん
と
そ
の
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」
は
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分
た
ち
は
レ
ズ
ビ
ア
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は
な
い
、
男
と
女
だ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
レ

ズ
ビ
ア
ン
の
範
■
に
は
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ら
な
い
）。

し
か
し
、
あ
と

一
〇
年
も
し
た
ら
状
況
は
変
わ
る

だ
ろ
う
。
子
供
を
産
み
た
い
、
産
ん
だ
子
供
を
育
て

た
い
、
と
思
っ
て
い
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
は
少
な
く
な
い
。

精
子
バ
ン
ク
は
ダ
メ
で
も
、
友
人
の
ゲ
イ
か
ら
精
子

を
も
ら
う
等
、
選
択
肢
は
無
数
に
あ
る
。
隣
の
部
屋

か
ら
注
射
器
や
ス
ポ
イ
ト
に
入
れ
て
運
ば
れ
て
き
た

一レ
ズ
ビ
一ア
一ン
と
一

生
殖
技
術
一
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子

生
殖
技
術
の
進
歩
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
私
は
言
う
ま
で
も
な
く
反
対
す
る
。

し
か
し
、
生
殖
技
術
に
反
対
す
る
ひ
と
つ
の
論
理
と
し
て

「女
の
人
生
は
子
産
み

に
支
配
さ
机
な
い
」
と
言
う
の
な
ら
、
性
的
指
向
を
人
生
の
優
先
順
位
に
置
く
こ

と
で
、
結
果
的
に

「自
ら
選
択
し
た
不
妊
」
状
態
に
な
っ
た

「子
供
を
産
み
、
育

て
た
い
」
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
声
に
誰
も
が
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。

シ
ン
グ
ル
で
い
る
、
あ
る
い
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
「子

産
み
、
子
育
て
を
諦
め
る
」
と
い
う
こ
と
と
同
義

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
と
に
極
端
な
フ
エ
ミ

ニ
ズ
ム
的
文
脈
に
よ
っ
て
、
シ
ン
グ
ル
女
性
や
レ

ズ
ビ
ア
ン
が

「子
産
み
、
子
育
て
か
ら
自
由
な
存

在
」
と
し
て
自
ら
、
あ
る
い
は
他
者
か
ら
特
権
化

し
て
語
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ぺ
ニ
ス
の
勃
起
と
射
精
を

「当
然
あ
る
も
の
」
と
し
、
法
律
婚
を
主
と
し
た
モ

ノ
ガ
ミ
ー
を
当
然
と
し
た
異
性
愛
の
中
に

「女
の

子
産
み
」
を
女
の
手
に
よ
っ
て
か
ら
め
と
り
直
す

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
「女
の
子
産
み
、

子
育
て
は
社
会
制
度
と
関
係
な
く
、
望
む
も
の
に

は
可
能
で
あ
り
、
望
ま
な
い
も
の
に
は
そ
れ
も
ま

た
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
こ
そ
が
、
生
殖
技

精
液
が
、
ぺ
ニ
ス
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
精
液
よ
り
も

「人
工
的
」
だ
と
は
私

は
思
わ
な
い
し
、
自
然
の
摂
理
に
反
し
て
い
る
と
も
思
わ
な
い
。
ぺ
ニ
ス
か
ら
腟

の
中
に
直
接
排
出
さ
れ
る
精
液
だ
け
が

「自
然
」
だ
と
言
う
の
な
ら
、
こ
れ
は
ま

た
ひ
ど
く
優
生
思
想
的
、
「五
体
満
足
」
主
義
的
で
は
な
い
か
。

「産
み
た
く
な
い
」
女
性
に

「産
む
こ
と
」
が
強
制
さ
れ
る
、
そ
の
手
段
と
し
て

術
を
巡
る
論
争
の
基
礎
に
置
か
れ
る
べ
き
だ
と
私
は
思
う
。

子
産
み
を
望
む
異
性
愛
の
女
も
い
れ
ば
、
望
ま
な
い
異
性
愛
の
女
も
い
る
。
同

様
に
、
子
産
み
を
望
む
レ
ズ
ビ
ア
ン
も
い
れ
ば
、
望
ま
な
い
レ
ズ
ビ
ア
ン
も
い
る
。

技
術
は
そ
机
を
自
ら
必
要
と
し
、
望
む
者
の
前
に
は
開
か
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ
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親と子の関係なんて、いいものじゃありません。世間一般でそれをすばらしいものみたいに

言つているのは、まったくの嘘です。私には、恋人、友情のほうが、ずっとずっと大切な関

係です。(∞代)

・不要=1人
5 胎児診断をどう考えますか。理由もお聞かせください。

①まったく認めない=3人   。障害者は生きていけない思想に反対。(∞代 )

②全面的に認める=2人
・中絶の権利など考えれば。(m代 )

。「診断」があれば「治療」もあるだろう。(∞代)

③状況や場合によっては認める=10人
・現状をよく知らないので……。(204t)
。子どもが健康に育っていることを確かめたいという親心は理解できる。それと、診断を利

用しての産み分けや中絶は別問題だと思う。(∞代)

・状況や場合によつては認めざるを得ない面もある。("代 )

。女性と胎児の健康のためなら。(304t)

④その他=2人   ・胎児診断というものを、よく知らない。("代 )

。自分はしたくない。出たとこ勝負 !(20代 )

・わからない (認識不足)。

6 いわゆる不妊治療について、どうお考えですか。

①子どもが欲しくても、できないのであれば、違った生き方を模索したほうがいい。=9人
,こ れは私の宗教感 (仏教)に基づくもので、子どもに恵まれないのも仏のご慈悲、と考え

るからです。ですから、万人に当てはめて言うことはできません。ただ、不妊治療という

のは女性にとつて心理的・肉体的に大きな負担を強いられるようですので、不妊治療地獄

に陥っている人は、少し立ち止まって、本当は何を希んでいるのか、何が自分にとつて大

切なことなのか、考えることを勧めることにやぶさかではありません。 (20ft)

・自分個人については①と考えているけれど、悩んでいる人に向かつて反対できるほどの確

固とした根拠・理由のある意見を持つているわけでもない。(30代 )

。「選択肢は多様にあつていい」と思う半面、排卵日にセツクスしてもできないのであれば、

「子どものいない生き方」をすればいいと思う。ただし、精子が手に入らない4(レズビア

ン・カップル)の場合は、少し別と考える。それから、 1、 2、 3の場合、「法律上の婚姻

関係にある夫婦間」という枠ははずすべき。(∞代)

②どうしても子どもが欲しくてできないのであれば、してもいい。=5人
③どうしても子どもが欲しくてできないのであれば、当然すべきこと。=1人
④「不妊」治療に懸命になる医者は、おかしいと思う。=6人
⑤その他=5人

・ごめんなさい。不妊治療がどういつたことをさすのか、しりませ―ん。わかりませ―

ん???(2峨 )

。なぜ、そこまでして子どもが欲 しいのか考える必要がある。そのことがとても「病的」な

感じがするから。しかし、①のような考えをおしつけるのもムリだと思う。("代 )

。技術的に可能になることによつて、「女=母」 という枠組に押しこめられるという流れも

あるわけで、世の中がもっとニュートラルであればよいのだが、今は一概にこうとは言え

ない。(30ft)

・どうしても子どもが欲しいなら、やれることはゆったらいい。私は、育てて愛情がわくと

思つているから、血のつながりにこだわるのはやめたほうがいいと思ってるけど。(40イ t)

εttOバ殷 %′メ6ノθ



・養子を考える。(40rt)

。子どもを産むべきという社会の圧力が非常に強い中で、子どもが欲しいといい人の気持ち

のどこまでがその圧力の結果なのか、そうではないのか、わかりませんね。社会の圧力の

結果ならば、賛成する気になれないけれど、それを計る方法はないのだから、どう答えた

らよいのか……。わかりません。(40ft)

☆以上、何か意見がありましたら、ご自由にお書きください。

・生殖技術は背徳の生命操作だとする意見もあるが、医学自体が生命操作である以上、当然の技

術進歩だと思う。昔は死ぬしかなかつたが、今なら手術すれば助かる病気はたくさんあるし、

たとえ治療を拒否して死を選ぶ人がいても、その人の自由なんじゃないかな。中絶や生殖技術

についても、同じく本人の自由だと思う。(20代 )

。急いで書いたので、いいかげんですが、そのぶん正直かもしれない。(204t)

。子どもは、欲しければつくる。いらないなら、つくらない。つくれないなら、もらつたつてい

い。愛されない子どもより、愛される子どもが多いほうがいいに決まつている。(204t)

・「産む・産まない」より、障害者を含めてすべての胎児が「産まれる」条件が整えられる必要

がある。しかし、その条件があまりに物質的側面にかたよると、すべての人 (子)に 同じくら

いの経済的助援を、という制度要求になり、有効な法や制度を作るのはむずかしいと思うしい

ずれにせよ、「個人の意志」尊重が、現在の社会の根本原則だと思うから、制度は、多様な個人

がそれぞれの生き方に合わせて、選べるサービスの形態にする必要があり、現状のような取り

締まりや規制、であることはもちろん、たとえ多数派の現状がどうであろうと、それを規範と

して制度を作ることは、マイノリテイーの抑圧以外の何物でもなく、「限界ある制度」として完

成度が問われるだろう。(30ft)

・生殖技術は、産めない女にとつての福音ではなく、女を産む道具として、ますます追いつめて

いくもの。生殖技術の発達は、明らかに優生思想、遺伝子操作に支えられている。「産む」とい

うことや「血」にこだわらない親子関係を模索していく方向で考えたい。(304t)

・ (Ⅳ について)すべて「状況や場合によつては認める」としたのは、どうしてもやりたいとい

う他人の自由を侵すつもりは、私にはない、という意味。私自身については、生殖技術を受け

入れる気はない。そこまで金をかけて、不自然なことをしてまで、「自分の血 (遺伝子)を分け

た子」が欲しいと思わないからだ。
「

どもが欲しい・育てたいなら、養子を育てればよい。生

殖技術の発達の背景には、「血」の信仰が強くはたらいている。それが、私はいやだ。「生母信

仰」=「母性信仰」「家・家族制度」「民族主義」「エゴイズム」に、このことがしつかりつなが

っていることを考える必要があると思う。(∞代)

。私が「子どもを産みたい」と思うのは、「妊娠・出産の経験をしてみたい」ということで、子育

てはしたくない。これは不可能。「子育てまでしてもいい」と思うのは、「好きな男の子どもが

欲しい」時だが、これは経済的・物理的に不可能。……というわけで、私は子どもは産まない

でしよっ。

アンケートには関係ないけれど……妊娠・出産は、単に「新しいメンバーが増える」といつ

たナマ易しいことではない。その女性の価値観までもひつくり返す力を持つている。そういう

例を、ごく最近、身近で体験した。決定権はもちろん、経済的にも物理的にも、女がたったひ

とりで産め、育てられるような社会になつてはしい。できれば、精子はパー トナーのではない

ものを。婚姻制度を支えているのは「子ども」だ。(∞代)

。中絶は保険がきかないので、金がベラボーにかかる。手術するのに10万 もかかるなんて、 1ケ

月の家賃より高いんだから、まったくも―。で、そういう金がもったいないので、避妊は必ず

してる。なんせ産みたくないから。育てる金もないし。産むは易し、育てるは難し。「産んじゃ

えばなんとかなるわよ」なんて、お―ウソ。それに私、子ども、大キライなの。強姦などの場

合の中絶は、保険で手術できるようにすべきだと思う。(304t)

。自分を愛し、人を愛することが、とても大切なことだと私は思つてる。それがすべての生きる

うえでの規準。(40代 )
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に
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こ
の
間
、

つヽ
ち
に
、
子
ど
も
の
保
育
園
の
友
達
が

一
‥‥―
■
一
■
鎌
築
麗
回
遊
び
に
来
た
と
き
、
私
が
コ
ー
し
ゃ
ん
の
大
事
な

野
羹
翁
鶏
一］一鮮
一一纂
撃

ど
も
は
も

つヽ
五
歳
に
な
る
と
い
つヽ
の
に
、
親
の
こ
と

を

「お
―
し
ゃ
ん
、
か
―
し
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る

の
だ
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
最
近
、
保
育
園
で

「
か

―
し
ゃ
ん
」
な
ど
と
呼
ぶ
と
、
「
か
―
し
ゃ
ん

っ
て

な
に
―
っ
」
と
言
わ
れ
る
の
で
、
人
前
で
は
意
識
し

て
お
と

つヽ
さ
ん
な
ど
と
言

っ
て
い
る
ら
し
い
。

こ
つヽ
い
う
日
常
の
瑣
末
な
こ
と

っ
て
、
子
ど
も
が

い
る
も
ん
同
士
で
し
か
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
実
は
私
の

友
達
の
な
か
で
子
ど
も
を
産
ん
で
い
る
ひ
と
は
皆

無
。
そ
の
う
ち
誰
か
産
む
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

誰
も
産
ま
な

い
。
（あ
ん
た
は
子
ど
も
を
産
ん
で
か

ら
新
し
い
友
達
が
で
き
て
な
い
の
か
、

っ
て
い
つ
こ

と
は
聞
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。
）
子
ど
も
が
い
な
い

人
と
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
や
松
田
聖
子
に
つ
い
て
は

語
り
合
え
て
も
、
子
ど
も
の
話
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

「き
ょ
う
は
ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら
、
ト
ー
リ
君
が
ト

ン
ガ
リ
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、　
一
家
で
ケ
ー
キ
食
べ
る

の
？
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
し
な
い
。　
一
方
で
、

「
子
ど
も
の
頃
に
両
親
の
セ
Ｙ
グ
ス
を
見
た
シ
ョ
ッ

ク
で
閉
所
恐
怖
症
に
な
る
」
と
い
う

一
見
、
科
学
的

な
見
解
を
信
じ
て
い
る
人
も

い
る
。
う
ち
の
子
ど
も

は
、
「
オ
レ
き

の
う
、
か
―
し
ゃ
ん
が
お
―
し
ゃ
ん

と
エ
ッ
チ
し
て
る
の
見
ち
ゃ
っ
た
よ
。
う
る
さ
く
て

ね
む
れ
な
か

っ
た
ん
だ
よ
、
オ
レ
…
…
」
と
言
う
お

お
ら
か
な
や
つ
で
、
閉
所
恐
怖
症
に
は
な
り
そ
う
も

な
い
。

も

っ
と
瑣
末
な
話
が
し
た
い
。
子
ど
も
の
間
で
は

や
っ
て
い
る
く
だ
ら
な
い
遊
び
、
集
め
て
い
る
ヘ
ン

な
も
の
、
保
育
園
の
保
護
者
会
で
い
つ
も
話
を
深
刻

に
し
て
場
を
暗
く
す
る
お
お
母
さ
ん
、
卒
園
文
集
に

中
学
生
の
交
換
日
記
の
よ
う
な
こ
と
を
書
く
保
母
…

…
。
女
は
寄
る
と
さ
わ
る
と
男
の
話
、
や
っ
た
や
ら

な
い
や
り
た
い
話
で
盛
り
上
が
る
が
、
主
婦
は
子
ど

も
の
話

（そ
れ
と
夫
の
悪
日
、
家
事
を
や
ら
な
い
わ

―
と
か
帰

っ
て
こ
な
く
て
母
子
家
庭
の
よ
う
よ
―
と

か
）
で
盛
り
上
が
る
の
だ
。
こ
う

い
う
井
戸
端
会
議

を
す
る
場
が
な
い
の
は
、
と
て
も
残
念
だ
。
仕
方
が
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な
い
の
で
私
は
日
夜
、
夫
と
井
戸
端
会
議
を
し
て
い

る
。
私
の
夫
は
井
戸
端
会
議
も
で
き
て
、
エ
ラ
イ
。

な
に
し
ろ
、
よ
そ
の
ダ
ン
ナ
の
悪
口
で
守
り
上
が
れ

る
ん
だ
か
ら
。
や
―
ま
た
夫
の
自
慢
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
わ
―
何
の
話
だ

っ
つ
の
。

私
に
と
っ
て
育
児
は

「時
間
と
金
の
か
か
る
健
全

な
道
楽
」
で
あ
る
。
特
に
子
ど
も
に
期
待
す
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
、
毎
日
、
子
ど
も
が
タ
ラ
コ
の
よ
う
な

草
を
見
つ
け
目
の
色
変
え
て
摘
ん
で
い
る
姿
や
、
突

然
大
が
飛
び
か
か

っ
て
き
た
時
の
も
の
す
ご
い
表
情

の
変
化
な
ど
を
目
の
当
り
に
で
き
て
、
そ
れ
は
と
て

も
楽
し
い
。
だ
か
ら
、
間
違

っ
て
も

「中
学
出
た
ら

す
ぐ
に
ト
ビ
に
弟
子
入
り
し
て
、
立
派
な
職
人
に
な

っ
て
欲
し
い
」
と
か

「制
度
に
真
摯
に
立
ち
向
か
う

過
激
な
運
動
家
に
な

っ
て
欲
し
い
」
な
ど
と
い
う
期

待
を
か
け
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
邪
道

っ
て
も
ん

で
す
。
せ
い
ぜ

い
、
「
大
き
く
な

っ
た
ら

一
緒
に
酒

が
飲
み
た
い
」
ぐ

い
ら
と
ど
め
て
お
い
て
、
先
回
り

せ
ず
、
後
か
ら

「
あ
れ
っ
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に
？

こ
ん
な
こ
と
が
？
」
と
追
い
か
け
て
い
く
親
で
あ
る

こ
と
が
、
楽
し
む
秘
訣
で
あ
り
ま
す
。

私
の
場
合
、
子
ど
も
が
で
き
ち
ゃ
っ
た
と
き
、
ま

さ
に

〔
で
き
ち
ゃ
っ
た
〕
の
だ

っ
た
ん
だ
け
ど
、
産

む
こ
と
に
つ
い
て
は
少
し
悩
ん
だ
。
私
も
今
よ
り
若

か
っ
た
し

（あ
た
り
前
だ
）
、
子
ど
も
は
あ
ま
り
好

き
じ
ゃ
な
か
っ
た
し

（今
で
も
よ
そ
の
子
ど
も
は
ひ

と
つ
も
か
わ
い
く
な

い
）
、
プ
ー
タ
ロ
ー
と
い
う
か

バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
と
い
う
か

（ほ
ん
と
は
学
生
で
も
あ

っ
た
の
だ
が
…
…
）
、
と
り
あ
え
ず

い
き
な
リ

ハ
ハ

オ
ヤ
に
な
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
相
手
の
男
が
逃

げ
た
り
、
「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
ー
　
堕
ろ
せ
！
」
と
言
う

よ
う
な
奴
だ

っ
た
ら

（そ
ん
な
奴
は
あ
ん
ま
り
い
な

い
）
、
堕
ろ
し
て
い
た
と
思
う
。
だ
か
ら
、
未
だ
に

世
間
で
言
う
と
こ
ろ
の

〈
未
婚
の
母

〉
の
人
に
は
、

桐
島
洋
子
さ
ん
に
さ
え
頭
が
あ
が
ら
な
い
。
私
が
産

む
こ
と
を
選
択
し
た
の
は
、
ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な

要
員
に
左
右
さ
れ
て
の
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
偉
そ
―

な
こ
と
は
ひ
と

つ
も
な
く
、
〈
い
き
あ
た
り
ば

っ
た

り
〉
な
ど
と
人
に
は
言

っ
た
も
の
だ
。

け
ど
、
私
が

「産
み
た
い
」

っ
て
思

っ
た
こ
と
の

い
ち
ば
ん
大
き
な
理
由
は
、
人
生
に
新
し
い
趣
味
が

欲
し
い
、
っ
て
こ
と
だ

っ
た
。
今
ま
で
に
し
た
こ
と

の
な
い
、
と
て
も
た
い
へ
ん
そ
―
で
、
と
て
も
お
も

し
ろ
そ
―
な
こ
と
。
私
は
そ
の
頃
、
人
生
で
や
る
こ

と
が
も
う
な
く
な

っ
ち
ゃ
っ
た
気
が
し
て
い
た
の

で
、
こ
こ
で
こ
の
新
し
い
趣
味
を
選
択
し
な
か
っ
た

ら
、
き

っ
と
不
健
全
な
趣
味
に
走
っ
て
い
た
と
思
う
。

こ
こ
で
言
う
不
健
全
な
趣
味
と
は
、
テ
レ
ク
ラ
や
ギ

ヤ
ン
プ
ル
や
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
や
ア
ル
中

・
ヤ

ク
中
の
こ
と
だ
が
、
不
健
全
だ
か
ら
悪

い
と
い
う
の

で
は
な
い
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
人
に
合

っ
た
趣

味
と
い
う
の
が
あ
る
の
だ
。

そ
う

で
つ
わ
け
で
私
は
、
勝
手
に
趣
味
で
子
ど
も

を
育
て
て
る
っ
て
意
識
が
過
剰
で
、
子
ど
も
に
引
け

目
ま
で
感
じ
る
。
人
か
ら
子
ど
も
に
甘
い
ね
え
な
ん

て
言
わ
れ
る
が
、
悪
く
て
子
ど
も
を
怒
れ
な
い
の
だ
。

夜
中
ま
で
飲
屋
を

一
緒
に
ハ
シ
ゴ
さ
せ
た
り
、
遊
ん

で
い
る
そ
ば
で
ア
グ
ル
ト
ビ
デ
オ
を
見
て
い
た
り
、

二
日
酔
い
で
朝
起
き
ら
れ
な
く
て
自
分
は
寝
た
ま
ま

子
ど
も
に
ふ
り
か
け
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
よ
う

な
あ
た
し
が
、
ど
―
し
て
い
ち
い
ち
細
か
い
こ
と
で

子
ど
も
を
叱
れ
よ

つヽ
。

私
に
と
っ
て
育
児
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
や
、

健
康
法
や
、
男
を
追

い
か
け
る
の
と
同
じ
趣
味
で
あ

る
。
四
六
時
中
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
や
天
ぶ
ら

の
残
り
油
の
こ
と
を
考
え
て
る
人
っ
て
、
や
っ
ば
り

こ
わ
い
よ
う
に
、
子
ど
も
に
固
執
し
て
い
る
人

っ
て
、

ハ
タ
か
ら
見
る
と
変
。
趣
味
に
し
ち
ゃ
あ
荷
が
重
い

な
ぁ
く
ら
い
に
考
え
る
の
が
、
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
な
ん
て
絶
対
思
う
よ

う
に
は
育
た
な

い
ん
だ
か
ら
ね
。
（蛇
足
な
が
ら
、

四
六
時
中
、
男
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
も
、
や
っ

ば
り
困
り
ま
す
。
あ

っ
、
私
か
…
…
じ

2′  郷 Oκ〃マレ♭′36



淋
・ぷ

ど

つヽ
も
。
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
三
四
号
で
、

「
や
お

い
少
女
の
解
剖
学
」
と
ゆ
う
駄
文
を
書
い
た
野
火
ノ

ビ
タ
と
か
ゆ
う
人
で
す
。
そ
の
と
き
、
私
は
全
て
の

や
お

い
少
女
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
語
る
ッ
、

な
ど
と
大
プ
ロ
シ
キ
広
げ
て
、
ク
ソ
マ
ジ
メ
に
カ
タ

リ
ま
く

っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
た
び
は
、
こ
の
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
肩
書
き
を
は

つ
ぼ

っ
て
書
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
は
こ
の
た
び
足
を
洗

い
ま

し
て
…
…
と
い
う
コ
ト
で
は
な
く
、
私
は
な
お
歴
然

と
や
お
い
に
燃
え
燃
え
で
す
。
で
は
ど
う
し
て
か
と

い
う
と
、
私
個
人
と
し
て
語
る
た
め
で
す
。

さ
き
の
小
文
で
、
私
は

「全
や
お
い
少
女
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
」
で
あ
る
た
め
に
と
り
あ
え
ず
、
私
と
い

う
個
人
を
置
い
て
語

っ
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
最
大

公
約
数
に
お
い
て
語

っ
た
の
で
あ
っ
て
私
個
人
と
い

う
絶
対
数
に
お
い
て
語

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
語
る

ッ
＝
と
わ
ざ
わ
ざ
明
記
し
た
の
は
、
肩
書
き
の
陰
に

私
個
人
を
隠
す
た
め
で
は
な
く
む
し
ろ
、
こ
の
私
個

Ч
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人
が
最
大
公
約
数
に
埋
没
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
し

た
。
よ
っ
て
今
よ
り
個
人
と
し
て
書
き
ま
す
。
あ
と
、

前
回
の
文
は
、
極
論
こ
そ
が
問
題
を
明
確
に
し
、
極

論
こ
そ
が
イ
ン
パ
ク
ト
じ
ゃ
■
と
思
っ
て
い
る
私
の

舌
戦
戦
略
上
、
力

一
杯
極
論
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

全
て
の
や
お
い
少
女
が
あ
―
ゆ
う
ふ
う
に
な

っ
ち
ゃ

っ
て
る
と
か
、
私
個
人
を
あ
の
論
ど
お
り
の
ク
ソ
マ

ジ
メ
で
カ
タ
い
人
だ
と
か
、
イ
ッ
ち
ゃ
っ
て
る
人
だ

と
思
っ
た
り
し
な
い
で
ネ
Ｈ
　
オ
レ
、
実
は
フ
ザ
け

た
人
間
な
ん
だ
よ
…
…
。

（た
だ
し
、
あ
れ
は
あ
れ
な
り
に
ち
や
ん
と
真
面
目

に
書
い
た
の
で
、
今
か
ら
お
い
ら
が
フ
ザ
け
た
人
間

な
の
が
バ
レ
バ
レ
に
な

っ
て
も
、
あ
の
論
全
て
を
否

定
す
る
の
も
ナ
シ
に
し
て
く
れ
。
極
論
は
し
た
が
そ

れ
ぐ
ら
い
マ
ジ
な
も
の
も
あ
る
の
よ
―

っ
て
意
味

で
、
や
お

い
少
女
っ
て
わ
か
ん
ね
―
よ
、
ケ
ッ
と
か

思

っ
て
る
人
の
ハ
ー
ト
を
ち
ょ
っ
と
揺
さ
ぶ
り
た
か

っ
た
の
。
…
…
い
け
ね
え
、
ち
ょ
っ
と
自
分
自
身
に

戻
っ
て
み
た
ら
い
き
な
り
文
体
が
し
お
し
お
の
パ
ー

に
…
…
じ

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
で
、
私
個
人
≦
展

っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
や
ろ
つヽ
と
思

っ
て
い
た
こ
と

を
実
は
前
回
の
栗
原
さ
ん
の
論
で
す
で
に
語
ら
れ
て

い
た
り
し
て
…
。
あ
―
っ
、
先
を
こ
さ
れ
た
―
〓
と
、

実
に
思

っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
言
う
の
が
、
「
や

お
い
少
女
の
現
実
認
識
が
間
違

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と

い
う
こ
と
だ
」
。
そ
れ
は
言
う
な
れ
ば

「
現
実
」
と

い
う
幻
想
で
す
ね
。
言

い
換
え

る
と
、

フ
ツ
ー
幻
想
と
い
う
か
、
マ
ト
モ
幻
想
。
全
く
、
栗

原
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
―
と
か
思

っ
ち

ゃ
っ
た
の
で
、
反
論
も
何
も
。
ゆ
え
に
、
栗
原
さ
ん

の
論
と
カ
プ
リ
ま
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
え
て
私

な
り
に
同
じ
こ
と
を
言
い
ま
す
と
、
私
自
ら
も
や
お

い
少
女
と
し
て
内
側
か
ら
見
る
に
、
や
お
い
少
女
の

世
界
観
と
い
う
の
は
、
確
固
た
る

「
フ
ツ
ー

（
マ
ト

モ
）
と
は
こ
れ
こ
れ
こ
う
ゆ
う
も
の
」
と
い
う
世
界

認
識
と
、
そ
の
世
界
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
劣
性
と
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し
て
の
私
、
と
ゆ
う
構
図
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

確
か
に
あ
る
と
。
そ
う
い
う
世
界
認
識
に
は
じ
ま
る

自
己
認
識
は
、
非
常
に
絶
望
的
で
ツ
ラ
イ
も
の
な
わ

け
で
す
。
ゆ
え

に
、
疎
外
さ
れ
る
劣
性
、
と
い
う
認

識
か
ら
、
自
己
崩
壊
を
防
ぐ
手
立
て
と
し
て
、
疎
外

さ
れ
る
劣
性
を
そ
の
特
殊
性
を
タ
テ
に
、
疎
外
さ
れ

る
優
性
に
転
化
美
化
し
て
み
た
り
、
「
フ
ツ
ー

（
マ

ト
モ
）
と
は
こ
れ
こ
れ
こ
う
ゆ
う
も
の
」
と
認
識
さ

れ
る
世
界
か
ら
、
自
己
を
な
か
ば
完
全
に
隔
絶
し
て

み
た
り
す
る
。
さ
て
私
個
人
は
、
そ
れ
で
は
い
け
ね

え
、
と
思
う
わ
け
で
す
。

栗
原
さ
ん
の
や
お
い
の
病

・
治
癒

へ
の
三
段
階
評

価
で
い
く
と
、
私
個
人
と
し
て
は

「
そ
の
三

・
愛
さ

れ
な
け
れ
ば
女
の
存
在
価
値
は
な
い
と
い
う
恋
愛
幻

想
を
解
体
す
る
こ
と
」
ま
で
イ
ッ
ち
ゃ
っ
て
る
気
が

し
ま
す
。
ち
な
み
に

「
や
お
い
の
脱
出
法
」
で
は
、

そ
の
二
の
セ

ッ
ク
ス
レ
ス
人
生

っ
て
ヤ
ツ
み
た
―

い
。
や
お
い
好
き
は
サ
ッ
パ
リ
治
り
ま
せ
ん
が
、
今

現
在
わ
が
世
の
春
じ
ゃ
と
い
っ
た
カ
ン
ジ
で
人
生

っ

て
面
白
い
。

と
い
う
私
は
、
実
は
や
お
い
好
き
を
指
摘
さ
れ
よ

う
が
批
判
さ
れ
よ
う
が
全
く
平
気
な
の
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
や
お
い
論
争
で
し
ば
し
ば
登
場
し
た
、
必

ず
罪
悪
感
の
よ
う
な
後
ろ
暗
さ
を
引
き
摺

っ
て
い
る

や
お
い
少
女
た
ち
と
い
う
の
は
、
実
を
言
う
と
そ
の

方
が
な
ぜ
に
？
と
思

っ
て
し
ま
う
の
だ
。

し
か
し
、
来
た
道
と
し
て
、
私
も
ま
た
フ
ツ
ー
な

世
界
と
疎
外
さ
れ
る
自
己
と
い
う
、
絶
望
的
な
世
界

認
識
を
持

っ
て
い
た
し
、
ま
さ
に
己
れ
の
特
殊
性
を

タ
テ
に
孤
高
を
キ
ド

っ
た
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
を
自

分
で
何
と
か
越
え
て
来
た
ら
し
い
。
そ
の
ミ
チ
ユ
キ

は
栗
原
さ
ん
が
す
で
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ
た
と

お
り
で
す
。　
一
日
中

マ
ン
ガ
描
く
生
活
を
選
択
し
、

男
尊
女
卑
バ
ー
リ
バ
リ
の
ダ
メ
な
会
社
を
大
笑

い
で

プ
チ
辞
め
て
、
来
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
こ
こ
か
ら
眺

め
る
世
界
は
ビ

ュ
ー
チ
フ
ル
で
あ
り
ま
す
。

前
回
、
私
は
こ
こ
ら
の
こ
と
は
と
り
あ
え
ず
不
問

に
付
し
て
極
論
ぶ
っ
こ
い
た
わ
け
で
す
。
と
い
う
の

も
、
前
回
の
論
で
私
が

「全
や
お
い
少
女
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
」
と
し
て
述
べ
た
か
っ
た
の
は
、
や
お
い
少

女
の
切
実
さ
で
あ

っ
た
た
め
で
す
。
そ
れ
は
先
述
の

絶
望
的
な
世
界
認
識
に
基
づ
く
切
実
さ
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
切
実
さ
の
根
源
で
あ
る
こ
の
世
界
認
識
を

も
し
彼
女
た
ち
の
誤
解
と
す
る
な
ら
、
そ
の
切
実
さ

は
空
虚
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
さ
に
あ
ら
ず
、

切
実
な
も
ん
は
や
っ
ぱ
切
実
な
ん
で
あ
り
ま
す
。
で

も
、
絶
望
的
世
界
認
識
は
や
お
い
少
女
た
ち
の
誤
解

だ
と
か
言
う
と
、
気
軽
に

「
や
お
い
は
現
実
逃
避
だ
、

だ
か
ら
や
お
い
な
ん
て
捨
て
て
現
実
を
見
よ
」
と
言

う
現
実
至
上
主
義
者
が
、
ホ
ラ
や
っ
ば
り
、
と
思

っ

た
り
す
る
ん
じ
ゃ
ね
―
か
と
思
う
と

ハ
ラ
立

つ
の

で
、
あ
え
て
そ
の
こ
と
は
す
っ
と
ば
し
て
切
実
さ
だ

け
を
主
張
し
た
わ
け
で
す
。
く
り
か
え
す
が
、
切
実

な
も
ん
は
切
実
な
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
こ
の
絶
望
的

世
界
認
識
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
人
々
の
苦
悩

つ
て
ヤ
ツ
を
、
そ
い
つ
ら
の
立
場
に
立

っ
て
思
っ
て

欲
し
か
っ
た
の
だ
。

さ
て
、
彼
女
た
ち
を
こ
の
よ
う
な
絶
望
的
世
界
認

識

の
な
か
に
追

い
込
ん
だ
の
は
で
は
何
で
あ

っ
た

ビ
・タ
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や
お
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か
？
と

い
う
と
い
発
端
は
や

っ
ば
り
、
そ
れ
で
も

「現
実
」
だ

っ
た
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
恐
ら
く

幼
い
頃
の
で
き
ご
と
で
あ
ろ
う
こ
と
な
の
で
、
非
常

に
狭
い
視
野
か
ら
の

「現
実
」
で
し
ょ
う
が
。
そ
れ

は
例
え
ば
調
子
こ
い
て
男
の
子
の
言
葉
を

マ
ネ
て
み

た
ら
お
母
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
と
か
、
そ
う

い
う
些
細

な
出
来
事
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
と
り
あ

え
ず
、
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
、
「
女
の
子
は
こ
れ
こ

れ
こ
う
あ
る
べ
き
」
＝

「
フ
ツ
ー

（
マ
ト
モ
）
と
は

こ
れ
こ
れ
こ
う

で
つ
も
の
だ
」
と
い
う
幻
想
と
し
て

の

「現
実
」
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
？
　
そ
り
や
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
人
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
人
ゲ
イ
の
人
か
ら

見
た
ら
そ
れ
が
幻
想
な
の
は
自
明
で
し
ょ
う
が
、
し

か
し
そ
の
幻
想
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
補
強
さ
れ

る
方
向
に
ば

っ
か
り
不
幸
な

「現
実
」
と
の
出
会
い

が
重
ね
ら
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
「
フ
ツ
ー

（
マ
ト

モ
）
と
は
こ
れ
こ
れ
こ
う

い
う
も
の
だ
」
と
信
じ
込

む
こ
と
に
な

っ
て
も
当
然
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
世

界
認
識
と
は
い
つ
成
立
す
る
の
か
？
　
そ
れ
は
お
そ

ら
く
自
己
認
識

（自
意
識
）
が
成
立
す
る
の
と
同
時

期
で
し
ょ
う
。
で
は
自
己
認
識
と
は
い
つ
成
立
す
る

の
か
？
　
そ
り
や
ご
く
幼
い
こ
ろ
だ
ろ
う
。
…
…
つ

ま
り
刷
り
込
ま
れ
ち
や
つ
て
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
男
も
女
も
レ
ズ
も
ゲ
イ
も
、
よ

つ
ぽ
ど
特

殊
な
状
況

（狼
に
育
て
ら
れ
ち
や
つ
た
り
な
。
）
で

育

っ
た
ヤ
ツ
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
こ
う

い
う

刷
り
込
み
は
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
や
お
い
少
女

に
限
ら
ず
だ
。
や
お
い
少
女
で
は
な
く
レ
ズ
ビ
ア
ン

で
も
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
で
も
な

い
、
い
わ
ゆ
る
ご
く

「
フ
ツ
ー
」

の
女
の
子
、
男
に
養
わ
れ
る
の
が
当
然

と
思
っ
て
い
る
、
屈
託
な
く
オ
ト
コ
の
腕
に
プ
ラ
ー

ン
と
プ
ラ
下
が
れ
る
女
の
子
と
い
う
の
が
、
実
は
こ

の
幻
想
と
し
て
の

「現
実
」
の

一
番
の
犠
牲
者
な
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
？
　
フ
ツ
ー
幻
想
を
刷
り
込
ま
れ
な

が
ら
も
、
そ
れ
に
乗
ら
な
か
っ
た
や
お
い
少
女
よ
り
、

何
の
疑
い
も
な
く
乗

っ
て
っ
ち
ゃ
っ
た
ヤ
ツ
の
方
が

マ
ズ
イ
ん
じ
や
ね
―
か
？
　
・…
‥
ま
あ
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
。

や
お
い
少
女
の
現
実
認
識
は
、
栗
原
さ
ん
の
言
う

よ
う
に
確
か
に
間
違

っ
て
い
る
可
能
性
大
だ
。
し
か

し
と
こ
ろ
で
、
前
回
の
論
で
私
が
、
や
お
い
少
女
の

敵
方
と
し
て
想
定
し
た

「
や
お
い
は
現
実
逃
避
で
あ

る
。
だ
か
ら
や
お
い
な
ん
て
捨
て
て
現
実
を
見
よ
」

と
い
う
文
を
正
論
と
感
じ
る
人
が
言
う
と
こ
ろ
の

「現
実
」
と
い
う
も
の
が
、
「
フ
ツ
ー

（
マ
ト
モ
）
と

は
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
も
の
」
と
い
う
幻
想
と
し
て

の

「現
実
」
で
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
わ
け
で
、

私
が
個
人
的
に
、
な
っ
ち
ゃ
な
い
よ
な
と
脱
力
し
た

り
怒
り
狂

っ
た
り
す
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

マ
ト
モ
幻
想
に
と
り
つ
か
れ
た
現
実
至
上
主
義
者
に

対
し
て
な
の
だ
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
人
ゲ
イ
の
人
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
の
人
が
そ
う
で
な
い
こ
と
を
ほ
ん
と
に
祈

る
。
マ
ト
モ
幻
想
を
脱
却
し
た
方
に
は
、
や
お
い
少

女
の
襟
首

つ
か
ん
で
セ
ツ
キ
ョ
ー
す
る
権
利
が
あ
る

と
私
は
思
う
。

し
か
し
自
白
す
る
が
、
そ
も
そ
も
私
が
こ
の
論
争

に
参
加
す
る
き

っ
か
け
と
い
つヽ
の
は
、
友
人
に
Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
の
や
お
い
論
争
関
連
の
記
事
を
読
ま
せ

て
頂
い
た
と
き
に
、
や
お
い
少
女
批
判
者
の
方
々
の

中
に
こ
の
マ
ト
モ
幻
想
の
存
在
を
断
定
し
た
ゆ
え
の

イ
キ
ド
オ
リ
だ

っ
た
の
だ
。
マ
ト
モ
幻
想
の
放
棄
は
、

栗
原
さ
ん
が
こ
の
論
争
に
加
わ
る
ま
で
は
明
確
に
示

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
誤

解
し
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
い
ま
言
う
と
こ
ろ

の
マ
ト
モ
幻
想
と
は
、
現
実
こ
そ
が
至
上
で
あ

っ
て

幻
想
を
生
き
る
の
は
逃
避
だ
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ

ち
自
分
の
カ
ラ
ダ
使

っ
て
Ｓ
Ｅ
Ｘ
も
せ
ん
と
、
幻
想

を
ば
か
り
生
き
る
の
は
マ
ト
モ
じ
ゃ
な
い
、
と
い
っ

た
マ
ト
モ
幻
想
も
含
ま
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
マ
ト
モ

幻
想
を
降
り
な
い
ヤ
ツ
の
話
は
オ
レ
は
開
か
ね
―
。

さ
て
。
マ
ト
モ
幻
想
降
り
降
り
の
現
役
や
お
い
少

女
の
私
自
ら
、
や
お
い
少
女
に
セ
ツ
キ
ョ
ー
た
れ
よ

う
と
思
い
ま
す
。
…
…
現
実
を
見
よ
。
エ
ー
ッ
Ｐ

無
論
、
こ
こ
で
言
う
現
実
と
は
、
か
く
あ
リ
ナ
ム

式
の
幻
想
と
し
て
の
現
実
で
は
な
い
。
自
分
自
身
の

キ
モ
チ
と
い
う
も
の
だ
。
情
念
だ
。
い
つ
い
か
な
る

と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
行
動
す
る
か
？
　
そ

れ
に
立
脚
し
な

い
同
人
誌
が
最
近
あ
ん
ま
り
に
多

い
。
絵
だ
け
キ
レ
イ
で
内
容
の
無
い
本
ば

っ
か
リ
バ

カ
売
れ
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
内
容
が
有
る
が
ゆ
え
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に
売
れ
て
る
作
家
だ
っ
て
い
る
。
で
も
内
容
が
ウ
ス

っ
ぺ
ら
―
い
本
が
受
け
て
い
る
の
は
事
実
だ
。

ち
な
み
に
そ
う

い
つ
サ
ー
ク
ル
の
読
み
手
と
い
つヽ

の
は
、
い
わ
ゆ
る
読
み
専
、
自
分
で
は
生
産
せ
ず
消

費
す
る
だ
け
の
年
齢
層
の
低

い
読
者
た
ち
だ
。
ク
ロ

ウ
ト
受
け
の
す
る
作
家
の
本
を
、
ま
ず
こ
の
子
ら
は

読
ま
な
い
。
ム
ズ
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
子
ら

は
言
わ
ば

「
浮
動
票
」
で
、
流
行
の
ジ
ャ
ン
ル
を
渡

り
歩
き
、
「
大
手
」
と
呼
ば
れ
る
作
家
の
本
だ
け
を

買
う
。
と
に
か
く
深
く
ツ
ッ
こ
む
と
い
う
こ
と
を
し

な
い
の
で
、
ビ

ョ
ー
キ
も
さ
ほ
ど
深
化
せ
ず
、
オ
ト

ナ
に
な
る
と
足
を
洗

っ
て
ヨ
メ
な
ど
に
行
く
。

マ
ト

モ
幻
想
に
か
ら
れ
て
見
る
な
ら
、　
一
番
マ
ト
モ
ヘ
の

道
が
近
い
奴
等
で
あ
る
が
、
さ
き
に
も
述
べ
た
け
ど
、

こ
い
つ
ら
こ
そ

マ
ズ
イ
ん
じ
ゃ
ね
―
か
？
　
私
は
作

家
と
し
て
、
こ
の
類
い
の
や
お
い
少
女
に
は
全
く
期

待
し
て
い
な
い
。

あ
と
、
リ
ク
ツ
こ
ね
太
郎
。
と
に
か
く

「意
味
」

が
な
い
と
安
心
し
な
い
が
、
真
剣

っ
ぱ
い
ノ
リ
さ
え

あ
れ
ば
意
味
が
あ
る
も
ん
だ
と
誤
解
し
て
い
る
。
リ

ク
ツ
と
か
言
葉

（セ
リ
フ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、
テ
ー
マ

な
ど
）
に
振
り
回
さ
れ
て
実
は
作
品
が
表
層
で
空
転

し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
気
付
か
な
い
で
好
ん
で

読
む
。
男
性
心
理
を
本
な
ど
で
研
究
し
た
り
、
グ
イ

ム
ー
プ
メ
ン
ト
を
お
勉
強
し
た
り
し
て
。
オ
マ
エ
女

だ
ろ
、
自
分
自
身
の
感
情
と
渡
り
合
わ
な
い
で
、
虐

げ
ら
れ
て
も
貫
く
愛
、
と
か
う

っ
と
り
し
て
る
ん
じ

ゃ
ね
え
。
も

っ
と
こ
う
、
あ
る
だ
ろ
う
、
い
ろ
い
ろ

と
ビ
ミ
ョ
ー
な
感
情

っ
て
も
の
が
。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
女
の
子
の
感
情
で
あ

っ
て
、

や
お
い
の
主
人
公
は
男
の
子
だ
か
ら
そ
の
感
情
を
仮

託
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え

る
方
が
い
る
な

ら
、
そ
れ
は
違
う
と
思
う
ね
。
む
し
ろ

「
フ
ツ
ー
」

な
女
の
子
に
な
れ
な
か
っ
た
女
の
子
と
し
て
の
感
情

を
男
の
子
に
仮
託
す
る
こ
と
に
や
お
い
の
奥
義
は
あ

る
ん
で
あ

っ
て
、
そ
の
自
分
自
身
の
感
情
を
見
ず
し

て
リ
ク
ツ
で
偽
り
の
男
の
子
の
感
情
を
提
造
す
る
の

は
無
意
味
だ
し
ア
ホ
ウ
だ
。
し
か
し
こ
う

で
つ
ヤ
ツ

は
ヘ
タ
に
知
識
た
め
こ
ん
で
た
り
す
る
の
で
、
根
拠

も
な
く
自
信
満
々
な
イ
ン
テ
リ
バ
カ
で
人
を
見
下
し

て
か
か
っ
て
る
の
で
タ
チ
が
悪
い
。
あ
―
高
校
生
ぐ

ら
い
の
私
で
す
な
。
ダ
メ
な
私
。

要
は
自
分
が
無

い
わ
け
で
す
よ
。
以
上
に
挙
げ
た

二
種
族
は
、
か
た
や
も
う
全
く
自
分
を
持

つ
こ
と
を

放
棄
し
、
自
分
自
身
の
判
断
を
全
く
下
さ
ず
に
、
そ

の
時
々
に
み
ん
な
＝
大
勢
が
す
る
よ
う
に
自
分
も
す

る
。
か
た
や
実
は
無
か
っ
た
り
弱
か
っ
た
り
す
る
自

己
を
他
人
の
思
想
や
言
葉
で
ガ
ン
ガ
ン
理
論
武
装
し

て
る
ミ
ノ
虫
女
。
他
人
の
セ
ン
ス
横
取
り
し
て
ど
こ

に
で
も
い
る
几
人
の
く
せ
に

「
ア
タ
シ
っ
て
変
わ
っ

て
る
ぅ
～
」
と
か
信
じ
込
ん
だ
り
し
て
る
ヤ
ツ
も
同

類
。
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
ケ
ー
ハ
ク
パ
カ
と
権
威

主
義
者

（こ
の
場
合
の
権
威
は
知
識

。
理
論
思
想
か

ら
芸
術
的
セ
ン
ス
や
趣
味
好
み
の
域
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
）
だ
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
て
。
コ
レ
は
や
お
い

少
女
に
限

っ
た
こ
と
か
？
　
違
う
よ
な
。
現
代
日
本

の
全

一
般
人
に
も
、
こ
う
ゆ
う
ヤ
ツ
は
腐
る
ほ
ど
い

る
の
だ
。

前
回
の
栗
原
さ
ん
の
理
論
で
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と

違
う
な
、
と
思

っ
た
の
は
こ
の
点
で
あ
る

（こ
の
点

だ
け
な
ん
で
あ
る
）
。
全

一
般
人
が
ケ
ー
ハ
ク
パ
カ

と
権
威
主
義
者
で
は
成
り
立

っ
て
い
な

い
よ
う
に
、

や
お
い
少
女
だ

っ
て
そ
う
な
ん
で
あ
る
。
栗
原
さ
ん
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の
ご
指
摘
の
と
お
り
、
同
人
界
に
は

「工
道
」
と
呼

ば
れ
る
メ
ジ
ャ
ー
な
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
し
、
「王
道
」

を
追
随
す
る
サ
ー
ク
ル
と
読
者
が
多
く
存
在
す
る
。

人
気

マ
ン
ガ
の
パ
ロ
デ
ィ
を
、
人
気
が
あ
る
と
い
う

理
由
で
読
み
描
き
す
る
ヤ
ツ
ら
は
た
し
か
に
い
る
。

し
か
し
、
お
い
ら
に
言
わ
せ
り
ゃ
、
そ
れ
は
本
末
転

倒
の
ケ
ー
ハ
ク
バ
カ
の
す
る
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
人

気

マ
ン
ガ
は
な
ぜ
人
気

マ
ン
ガ
な
の
か
？
　
そ
れ
は

人
気
が
あ
る
か
ら
人
気

マ
ン
ガ
な
の
で
は
な
い
。
当

然
。
あ
る
程
度
の
人
気
が
出
る
と
人
気
が
人
気
を
呼

ぶ
、

っ
て
こ
と
は
あ
る
と
思
う
が
、
人
気
の
根
本
は

よ
り
多
く
の
人
々
の
心
の
ツ
ボ
を
押
し
た
、
と
い
う

そ
の
作
品
自
体
の
威
力
と

い
う
も
の
の
ハ
ズ
だ
。

「
バ
ロ
デ
ィ
を
作
り
や
す

い
」
か
否
か

っ
て
の
も
あ

る
け
ど
、
「
パ
ロ
デ
イ
を
作
り
や
す
い
」

っ
て
の
も

心
の
ツ
ポ
を
押
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
連
動
し
て
い

る
。
心
の
ツ
ボ
を
押
さ
れ
る
と
い
う
の
は

つ
ま
り
、

胸
に
迫
る
説
得
力
と
か
胸
を
打
つ
衝
撃
と
か
が
あ
る

っ
つ
う
こ
と
で
、
普
遍
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
な
の

だ
。
私
は
現
在
ま
さ
に

「
王
道
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の

マ
ン
ガ
ア
ニ
メ
、
「幽
遊
白
書
」
で
同
人
誌
作

っ
て

る
わ
け
で
す
が
、
始
め
た
理
由
は
心
の
ツ
ポ
に
こ
れ

以
上
な
い
ス
ト
ラ
イ
ク
だ

っ
た
か
ら
で
、
自
分
自
身

の
情
念
で
描
い
て
い
ま
す
。
「幽
遊
白
書
』
の
直
前

ま
で
は
超
ド
マ
イ
ナ
ー
バ
ン
ド
の
同
人
誌
を
作

っ
て

ま
し
た
。
全
く
表
現
に
メ
ジ
ャ
ー
も
マ
イ
ナ
ー
も
関

係
な
い
で
す
。

ま
た
、
栗
原
さ
ん
の

「
パ
ロ
デ
ィ
の
元
ネ
タ
は
な

ぜ
子
供
向
け
ア
ニ
メ
で
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
」

と
い
う
問
い
と
、
ご
自
身
の
解
釈
に
つ
い
て
で
す
が
、

や
お
い
少
女
の
ツ
ポ
に
来
る
元
ネ
タ
は
、
け

っ
し
て

「
子
供
向
け
」
ア
ニ
メ
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「少

年
向
け
」
ア
ニ
メ
で
あ
り
少
年
マ
ン
ガ
で
す
。
も
し

も

「子
供
向
け
」
ア
ニ
メ
で
あ

っ
た
の
な
ら
、
「
少

女
向
け
」
ア
ニ
メ
や
少
女

マ
ン
ガ
も
範
時
に
入
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
事
実
上
は
や
お
い
少
女
は
少
女

マ
ン
ガ
は
ノ
ー
ガ
ン
チ
ュ
ー
で
す
。

少
女

マ
ン
ガ
を
支
持
す
る
の
は
ロ
リ
コ
ン
少
年
。

少
女
向
け
で
は
な
く
少
年
向
け
を
選
ぶ
彼
女
た
ち
の

手
つ
き
に
は
あ
る
種
の
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
あ
る
わ

け
で
す
。
ど

つヽ
い
つヽ
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
か
と
い
つヽ
と
、

少
年
マ
ン
ガ
に
登
場
す
る
少
年
た
ち
が
、
お
し
な
べ

て
童
貞
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
端
的
に
言
う
と
。
少

年
マ
ン
ガ
の
童
貞
少
年
た
ち
は
、
た
ま
に
ヒ
ロ
イ
ン

と
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
イ
ッ

て
キ
ス
ど
ま
り
で
、
大
抵
は
女
の
子
よ
り
も
ス
ポ
ー

ツ
や
格
闘
に
夢
中
で
す
。
こ
う
い
う
、
童
貞
と
い
う

よ
り
不
能
で
あ
る
こ
と
を
少
年
マ
ン
ガ
で
あ
る
と
い

う
カ
セ
の
中
で
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
少
年
た
ち
と

い
う
の
は
、
や
お
い
少
女
の
コ
ン
プ
レ
ツ
ク
ス
に
抵

触
す
る
こ
と
な
く
、
愛
ら
し
い
も
の
な
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
や
お

い
少
女
は
少
年

マ
ン
ガ
が
好
き
な
の

だ
。
栗
原
さ
ん
の
指
摘
は
当
た
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

と
も
あ
れ
、
や
お
い
少
女
に
ケ
ー
ハ
ク
バ
カ
と
権

威
主
義
者
が

一
般
人
に
お
け
る
比
率
よ
り
も
多
く
あ

る
の
は
否
め
な
い
と
思
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
人
は

な
ぜ
ケ
ー
ハ
ク
バ
カ
に
な
り
権
威
主
義
者
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
の
原
因
と
、
人
は
な
ぜ
や
お
い
少
女
に

な
る
か
と
い
う
原
因
と
が
、
単
に
近
接
し
て
い
る
た

め
に
、
や
お
い
少
女
と
い
う
集
団
の
中
で
ケ
ー
ハ
ク

バ
カ
と
権
威
主
義
者
が
目
立

っ
て
多
く
な
る
と
い
う

こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
や
お
い
少
女
＝
ケ
ー
ハ

ク
パ
カ
＆
権
威
主
義
者

っ
て
い
う
公
式
は
正
し
く
は

な
い
。

人
は
な
ぜ
ケ
ー
ハ
ク
バ
カ
に
な
り
権
威
主
義
者
に

落
ち
る
の
か
？
　
そ
れ
は
、
思
う
に
、
そ
う
な
る
に

抗
う
だ
け
の
確
固
た
る
自
己
が
な
い
か
ら
だ
。
マ
ト

モ
幻
想
と
し
て
の
現
実
で
は
な
く
、
真
実
の
レ
ア
ル

と
対
時
す
る
強
固
な
自
己
が
な
い
た
め
に
、

マ
ト
モ

幻
想
に
ノ
ル
か
ソ
ル
か
に
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
。

人
は
な
ぜ
や
お
い
少
女
に
な
る
の
か
。
前
述
に
同

じ
だ
。
私
は
、
や
お

い
少
女

の
世
界
認
識
と
は
、

「
マ
ト
モ
と
は
こ
れ
こ
れ
こ
う

い
う
も
の
」
と
い
う

世
界
と
そ
れ
か
ら
疎
外
さ
れ
る
劣
性
と
し
て
の
自
己

だ
と
言

っ
た
が
、
そ
も
そ
も
さ
あ
、
何
で
劣
性
な
ん

だ
？
　
劣
性
を
そ
の
特
殊
性
を
タ
テ
に
優
性
に
美
化

す
る
の
も
同
じ
テ
ツ
だ
。
ま
た
確
か
に
劣
性
だ
と
し

て
も
、
何
故
に
劣
性
を
悪
し
と
思
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。

何
故
に
劣
性
な
ら
劣
性
の
ま
ま
全
肯
定
し
、
劣
性
な
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オ
レ
、
最
高
〓
と
思
え
な
い
の
だ
。

私
は
や
お
い
少
女
の
現
実
認
識
が
間
違

っ
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
。
現
実
は
た
し
か
に
マ
ト
モ
幻
想
に

塗
り
込
め
ら
れ
て
出
現
す
る
こ
と
が
ま

っ
た
く
多

い
。
身
近
な
現
実
を
思
え
ば
、
親
の
日
と
か
近
所
の

日
と
か
職
場
の
バ
カ
上
司
と
か
ダ
メ
男
と
か
、
掃
い

て
捨
て
る
ほ
ど

マ
ト
モ
幻
想
に
ヤ
ラ
レ
ち
ゃ
っ
て
る

奴
等
は
多
い
だ
ろ

つヽ
。
私
は
、
あ
―
も
―
あ
ん
た
た

ち
は
ア
リ
の
よ

つヽ
に
働
け
、
キ
リ
ギ
リ
ス
は
冬
死
に

ま
―
す
、
と
言

っ
て
社
会
か
ら
ド
ロ
ツ
プ
ア
ウ
ト
し

て
し
ま

っ
た
の
で
、
そ
う

い
う

マ
サ
ツ
と
は
毎
縁̈
の

人
に
な

っ
ち
ゃ
っ
て
ま
す
が
、
私
に
は
自
分
で
ソ
レ

を
頼
み
に
立
と
う
と
決
意
で
き
る
程
度
の
オ
能
が
あ

っ
た
の
で
そ
う
で
き
た
だ
け
で
、
そ
う
す
る
勇
気
の

な
い
人
は
渋
々
マ
ト
モ
幻
想
の
社
会
に
適
応
す
る
し

か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
よ
。
そ
れ
を
ム
チ
打

つ
の

も
ま
た
強
者
の
ゴ
ー
マ
ン
か
も
な
。

だ
が
し
か
し
、
そ
れ
で
も
言
う
な
ら
、
私
に
こ
の

オ
能
を
恵
ん
だ
の
は
ま
さ
に
、
マ
ト
モ
幻
想
の
蔓
延

す
る
世
界
と
、
そ
こ
か
ら
疎
外
さ
れ
る
自
己
を

一
度

は
劣
性
と
し
て
認
識
し
た
絶
望
的
世
界
認
識
そ
の
も

Vヽ弁

の
だ

っ
た
の
だ
。
そ
う

い
う
も
の
に
対
す
る
反
動
が

無
か

っ
た
の
な
ら
、
私
は
ペ
ン
を
握
り
は
し
な
か
っ

た
ろ
う
。
あ
り
が
と
う
ダ
メ
な
社
会
、
あ
り
が
と
う

ダ
メ
な
自
分
。　
一
度
は
孤
高
を
キ
ド

っ
て
み
た
り
、

そ
う

い
う
あ
ら
ゆ
る
ウ
ョ
キ
ョ
ク
セ
ツ
の
末
、
自
分

自
身
を
や
っ
と
掴
ん
だ
自
分
を
知
る
ゆ
え

に
、
私
は

全
や
お
い
少
女
の
抱
え
る
絶
望
的
世
界
認
識
に
さ
え

希
望
を
見
る
の
だ
。

と
ゆ
う
わ
け
で
、
私
は

一
個
人
と
し
て
全
や
お
い

少
女
に
セ
ツ
キ
ョ
ー
す
る
。
や
お
い
少
女
の
現
実
認

識
は
間
違
い
で
は
な
い
。
む
し
ろ
間
違

っ
て
い
る
の

は
、
彼
女
の
自
己
認
識
だ
。
現
実
を
見
よ
。
日
前
に

広
が
る
マ
ト
モ
幻
想
と
し
て
の
現
実
で
は
な
く
、
自

分
自
身
の
真
実
、
自
分
自
身
の
情
念
を
見
よ
。
自
分

自
身
の
情
念
で
描
け
、
読
め
！

こ
れ
は
ギ
リ
ギ
リ
の
こ
と
な
の
だ
が
、
自
分
自
身

の
真
実
か
ら
目
を
そ
む
け
る
た
め
の
や
お
い
と
、
自

分
自
身
の
真
実
か
ら
立
脚
し
た
や
お

い
と
ゆ
う

の

は
、
双
方
を
区
別
す
る

一
線
が
あ
る
の
だ
。
自
分
自

身
の
真
実
に
立
脚
し
て
な
い
や
お
い
と
ゆ
う

の
は
、

同
じ
や
お
い
で
も
読
め
ば
わ
か
る
し
私
は

一
切
興
味

が
な
い
。
さ
っ
き
の
人
気
ジ
ャ
ン
ル
の
話
に
し
て
も
、

そ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
人
気
が
あ
る
か
ら
つ
て
同
人
誌
作

る
よ
う
な
ヤ
ツ
の
作
品
は
、
よ
ほ
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
と
才
能
を
持

っ
た
作
家
で
な
け
り
ゃ
、
自
分
自

身
の
真
実
か
ら
立
脚
す
る
や
お
い
に
な
る
べ
く
も
な

い
。自

分
自
身
の
真
実
に
立
脚
す
る
や
お
い
な
ん
て
あ

る
の
か
ね
？
と
思
う
人
が
い
る
な
ら
、
ご
く
ご
く
少

数
の
人
の
作
品
で
は
あ
り
ま
す
が
存
在
す
る
と
言

っ

て
お
こ
う
。
彼
女
た
ち
は
他
な
ら
ぬ
自
分
自
身
の
情

念
に
突
き
動
か
さ
れ
て
描

い
て
い
る
の
だ
。
ケ
ー
ハ

ク
バ
カ
と
権
威
主
義
者
が
欠
い
て
い
る
の
は
こ
の
自

分
自
身
の
真
実
、
情
念
だ
。
他
人
の
情
念
の
シ
リ
ウ

マ
に
乗

っ
て
る
の
だ
。

マ
ト
モ
幻
想
と
し
て
の
現
実

を
前
に
、
弱
者
と
し
て
立

つ
か
ら
自
分
自
身
の
情
念

を
持
て
ず
に
他
人
の
情
念
を
追
随
す
る
ハ
メ
に
な
る

ん
だ
。
自
ら
進
ん
で
負
け
大
と
な
れ
。
負
け
る
が
勝

ち
っ
て
言
葉
も
あ
る
よ
。
さ
て
負
け
大
の
日
か
ら
見

た
世
界
は
ビ

ュ
ー
チ
フ
ル
で
あ
り
ま
す
。
お
わ
り
。
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わ
か
っ
て
く
れ
と
は
言
わ
な
い
が
、

そ
ん
な
に
俺
ら
が
悪
い
の
か
？

さ
す
ら
い
の
エ
ロ
マ
ノヽ
ガ
家
／
玄

田

生

含
天
歳
／
彼
女
な
Ｌ

シ
ョ
ワ
ジ
ー
ル
三
四

・
三
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
笹
倉
尚
子
氏
の
文
章
を
読
ん
で

愕
然
と
し
た
。
同
時
に
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
や
る
せ
な
さ
に
襲
わ
れ
た
。
本
音

を
暑甲
え
ば
、
僕
は
本
職
が
マ
ン
ガ
描
き
だ
か
ら
、
し
ち
め
ん
ど
く
さ
い
文
章
は
書

き
た
く
な
い
ん
だ
。
し
か
し
ま
あ
、
こ
の
程
度
の
悪
意
に
満
ち
た
フ
ェ
ミ
ス
ケ
の

論
調
は
ミ
ヤ
ザ
キ
事
件
以
来
、
引
き
も
切
ら
ず
あ
る
わ
け
で
、
可
能
な
限
り
は
反

撃
し
て
い
か
な
い
と
、
わ
し
ら
の
さ
さ
や
か
な
人
権
す
ら
否
定
さ
れ
か
ね
な
い
か

ら
、
と
り
あ
え
ず
書
い
て
み
ま
す

（
つ
い
で
に
ゆ
っ
と
け
ば
、
笹
倉
氏
が
い
う

「困

っ
た
オ
タ
ツ
キ
ー
」
に
は
僕
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
個
人

的
な
反
発
も
あ
り
ま
す
。
個
別
に
あ
ん
た
個
人
に
迷
惑
な
ん
か
か
け
て
ね
え
ぞ
）
。

ま
ず
ね
、
彼
女
の
文
章
に
関
し
て
僕
が
聞
く
か
ぎ
り
で
は
、
明
確
な

「
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
」
が
混
ざ

っ
て
い
る
。
冒
頭
の

「オ
タ
ッ
キ
ー
」
に
対
す
る

「イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
」
は
、
「有
害
コ
ミ
ッ
ク
問
題
を
考
え

る
会
／
マ
ン
ガ
部
会
」
の
複
数
の
メ

ン
バ
ー
の
発
言
を
作
為
的
に
練
り
上
げ
て
構
成
し
て
い
る

（し
か
も
、
こ
の
文
章

の
中
で
は

「
ヘ
テ
ロ
男
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
女
性
メ
ン
バ
ー
の
発
言
も
組
み

込
ま
れ
て
い
る
）
。
マ
ン
ガ
部
会
の

一
人

一
人
に
開
い
て
も
、
完
全
に
こ
の
よ
う

な
発
言
を
し
て
い
る
人
は
い
な
い
し
、
発
言
の
内
容
を
か
な
り
誇
張
し
て
構
成
し

て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
操
作
に
よ
く
似
た
や
り
く
ち
だ
。
し
か
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
当
事
者
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
掲
載
す
る
旨
の
了
承
は

一
切
受
け
て

い
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
、
笹
倉
氏
の
文
章
が
信
用
に
値
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
え
る
と
思
う
。

そ
の
マヽ
え
で
、
彼
女
の
展
開
し
て
い
る

「論
理
」
自
体
に
も
承
服
し
が
た
い
も

の
が
あ
る
。
そ
の
へ
ん
は
僕
自
身
の
オ
タ
ク
経
験
か
ら
話
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
わ

か
り
や
す
か
ろ
う
。

一
口
に

「
オ
タ
ク
」
（
「
オ
タ
ッ
キ
ー
」
と
ゆ
―
言
葉
は
元
グ
ル
ー
ヴ
ァ
ー
ズ

の
西
村
茂
樹
氏
が

「宝
島
」
誌
上
で
使

っ
た
の
が
最
初
と
思
わ
れ
る
が
、
僕
の
周

辺
な
ん
か
が
好
ん
で
使

っ
て
い
た
言
葉
だ
。
笹
倉
氏
に
使
わ
れ
る
と
、
な
ん
か
ど

こ
ぞ
の
オ
ヤ
ヂ
が

「
コ
ギ
ャ
ル
が
な
ぁ
」
と
か
知

っ
た
か
ぶ
っ
て
ゆ
っ
と
る
よ
う

な
不
潔
さ
を
感
じ
る
）
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
、
そ
の

「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
」
ぶ
り
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
大
き
く
分
け
た
ら

「
対
人
恐
怖
型
」

と

「対
人
願
望
過
剰
型
」

っ
て
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
―
な
。
僕
は
完
壁
な
願
望
過

剰
。
ト
モ
ダ
チ
も
欲
し
い
、
カ
ノ
ジ
ョ
も
欲
し
い
。
な
に
よ
り
万
人
に

「
こ
ん
な
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に
ナ
イ
ー
プ
で
オ
能
あ
ふ
れ
る
僕
を
わ
か
っ
て
わ
か

っ
て
わ
か
っ
て
よ
ぉ
～
」

っ

て
な
具
合
。
ど
お
だ
！
　
い」
ん
な
奴
に
比
べ
れ
ば
、
対
人
恐
怖
で
ひ
き
こ
も
る
よ

お
な
タ
ク
ち
ゃ
ん
な
ん
て
か
わ
い
い
ぞ
。
…
…
自
己
卑
下
し
て
ど
―
す
る
。

マヽ
つ

つゝ
、
と
に
か
く
ま
あ
、
そ
ん
な
具
合
な
も
ん
だ
か
ら
、
せ
っ
か
く
で
き
た
彼
女
に

は
逃
げ
ら
れ
る
わ
、　
一
方
的
な
恋
心
で
暴
走
す
る
わ
、
な
け
な
し
の
プ
ラ
イ
ド
も

ず
た
ぼ
ろ
に
な

っ
て
、
そ
ん
な
な
か
で
、
と
に
か
く
好
き
に
マ
ン
ガ
を
再
び
描
き

始
め
る
こ
と
で
、
ど
お
に
か
他
人
と
の
距
離
を
意
識
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
つ
く
る
作
業
を
し
て
い
る
最
中
だ
。

僕
が
い
ま
主
戦
場
に
し
て
い
る
の
は
、
紛
れ
も
な
い

「有
害
コ
ミ
ッ
ク
」
だ
。

一
六
～
三
二
ペ
ー
ジ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
、
と
り
あ
え
ず

「
お
約
束
」
の

「ま

ぐ
わ
ひ
」
が
描
か
れ
て
い
れ
ば
商
品
と
し
て
通
用
す
る
。
し
か
し
、
元
々
が
萩
尾

望
都

・
大
島
弓
子

・
真
崎
守

・
石
坂
啓

・
ひ
か
わ
き
ょ
う
こ

・
松
苗
あ
け
み
ｏｌ

…
…
で
あ
る
僕
は
、
案
の
定
こ
の
ギ
ョ
ー
カ
イ
で
は
苦
戦
し
て
い
る
。
「
理
屈
っ

ぽ
い
」
「
エ
ッ
チ
で
な
い
」
「絵
が
汚
い
」
…
…
さ
ん
ざ
ゆ
わ
れ
て
も
描
き
続
け
る

理
由
は
、
「男
ら
し
く
な
い
男
の
リ
リ
シ
ズ
ム
」
を
ち
ゃ
ん
と
描
い
て
み
た
い
…

…
し
か
も
そ
の
読
者
は
僕
と
同
じ
自
意
識
過
剰
の
泥
沼
で
も
が
く
あ
ま
た
の

「
オ

タ
ク
男
」
で
あ

っ
て
ほ
し
い
…
…
と
い
う
こ
と
な
の
だ

（ち
な
み
に
僕
の
師
匠
で

あ
る
山
本
直
樹
氏
は
、
そ
ん
な
コ
ト
は
お
く
び
に
も
出
さ
ず
見
事
な
世
界
を
描
き

き

っ
て
見
せ
る
。
う

２ヽ
っ
、
こ
れ
が
天
分
の
差
と
ゆ
―
も
の
な
の
か
？
）
。

笹
倉
氏
が
企
画
し
た

「女
も
男
も
知
り
た
い

『男
の
セ
ッ
ク
ス
』
」
と
い
う
集

会
で

「
フ
ェ
ミ
フ
ェ
ミ
し
て
い
て
、
女
の
男
に
対
す
る
お
節
介
を
感
じ
る
」
と
発

言
し
た
の
は
僕
で
あ
る
。
付
け
足
す
な
ら
、
そ
の
際

「
『女
も
男
も
～
」
と
機
械

的
に
倒
置
し
て
、
さ
も
相
対
化
し
て
み
せ
る
技
法
は
あ
き
あ
き
だ
。
男
の
セ
ッ
ク

ス
を
女
が
知
り
た
い
と
ゆ
―
の
は
、
覗
き
見
的
な
逆
セ
ク
ハ
ラ
で
は
な
い
の
か
」

と
も

「
し
か
し
現
実
に
こ
う
し
た
集
会
を
男
が
男
自
身
の
手
で
作
れ
な
い
と
ゆ
―

の
は
、
け
っ
こ
う
情
け
な
い
現
実
で
も
あ
る
」
と
も
言
っ
た
。
し
つ
こ
い
よ
う
だ

が
、
笹
倉
氏
の

「提
言
」
な
る
も
の
は
、
ほ
ん

っ
と
お
お
お
ぉ
ぉ
に
大
き
な
お
世

チ́:{‐ fだミ
1ヽ、
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話
で
あ
る
。
セ
タ
シ
ェ
ア
リ
テ
イ
の
話
を
オ
タ
ク
と
し
て
も
ま

つ
た
く
通
じ
な
い

…
…
と
は
お
笑
い
草
だ
。
僕
は
少
な
く
と
も
そ
―
ゆ
―
話
を
し
て
る
ぞ
。
そ
も
そ

も
笹
倉
氏
が
フ
エ
ミ
業
界
と
ゆ
―
瀾
じ
た
世
界
で
し
か
通
用
し
な
い
言
語
と
論
理

を
振
り
か
ざ
し
て
襲

い
か
か
っ
て
ぐ
る
よ
う
な
態
度
で
い
る
か
ら
、
話
も
で
き
な

い
ん
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
？
　
僕
だ

っ
て
引
い
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。

そ
―
ゆ
―
話
は
抜
き
に
し
て
、
集
会
自
体
は
僕
に
と

っ
て
は
お
も
し
ろ
っ
た
。

蔦
森
樹
さ
ん
し
キ
ム

・
ミ
ョ
ン
ガ
ン
さ
ん
の

「挑
発
」
は
非
常
に
魅
力
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
だ

っ
た
し
、
僕
が

「
ペ
ニ
ス
以
外
で
感
じ
る
よ
―
な
セ
ッ
ク
ス
」
の
話
に

応
え
た
際
に

「
ゲ
～
～
」
と
い
っ
た
反
応
を
し
た
男
性
参
加
者
に
い
た

っ
て
は
、

「な
る
ほ
ど
、
男
に
と

っ
て
自
慢
話
以
外
の
自
分
の
下
ネ
テ
は
未
だ
に
タ
プ
ー
な

の
ね
」
と
ゆ
―
こ
と
が
い
ま
さ
ら
わ
か
つ
て
楽
し
か
っ
た

（こ
の
集
会
の
報
告
ら

し
き
岩
本
宣
明
氏
の

「だ
か
ら
な
ん
だ

っ
て
い
う
の
さ
与
と
ゆ
―
文
章
も
三
四
号

に
載

っ
て
い
た
が
、
こ
っ
ち
が

「だ
か
ら
な
ん
な
の
？
」

っ
て
感
じ
の
駄
文
で
し

た
。
毎
日
新
聞
の
記
者
だ
か
知
ん
な
い
け
ど
、
わ
か
ん
な
い
こ
と
は
わ
か
ん
な
い

っ
て
言

っ
た
ほ
う
が
楽
だ
よ
。
ア
レ
は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
イ
云
々
の
問
題
じ
ゃ
な

い
よ
ね
。
そ
れ
よ
り
、
彼
を
引
き
合
い
に
出
し
て
た
め
息
な
ん
ぞ
つ
い
て
み
せ
る

笹
倉
セ
ン
セ
イ
に
も
あ
き
れ
ま
し
た
ケ
ド
）
。
蔦
森
さ
ん
に
は
憧
れ
る
け
ど
、
ア

ナ
タ
き
れ
い
だ
か
ら
そ
ん
な
こ
と
ゆ
え
ん
の
よ
っ
―
　
キ
ー
ッ
」

っ
て
な
コ
コ
ロ

の
サ
ケ
ビ
も
あ
っ
た
の
は
事
実
。

笹
倉
氏
の
文
章
の
中
で
許
せ
な
か
っ
た
の
は
、
も
う
ひ
と
つ
。
彼
女
が
強
調
す

る

「生
身
の
女
と
の
セ
ツ
ク
ス
を
拒
否
す
る
オ
タ
ク
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ

れ
が
セ
ク
シ
ズ
ム
で
な
か

っ
た
ら
な
ん
な
の
だ
ろ
う
。
別
に

「拒
否
」
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
都
合
の
い
い
女
を
妄
想
し
て
オ
ナ
ニ
ー
に
ふ
け
る
の
は
、
オ
タ

ク
で
な
く
て
も
男
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悲
し
い
部
分
で
ふ
る
。
で
も
、
そ
れ
は

女
だ

っ
て
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
？
　
他
者
と
の
距
離
を
つ
か
め
ず
に
も
が
い
て
い

る
う
ち
に
疲
れ
果
て
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
い
つ
ち
や
う
よ
う
な
気
分
っ

て
あ
る
じ
ゃ
ん
。
だ
っ
た
ら
女
の
人
格
に
理
想
を
求
め
ず
、
単
な
る
性
欲
の
は
け

ぐ
ち
に
し
て
る
幾
千
万
の
オ
ト
コ
ど
も
の
支
配
す
る
こ
の
世
界
も
肯
定
し
ち
ゃ
っ

て
よ
。
そ
の
は
つヽ
が
わ
か
り
や
す
い
や
。
「
シ
ャ
イ

・
マ
ン
」
だ
つ
て
？
　
な
ん

で
も
か
ん
で
も
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
し
な
い
で
よ
。
笹
倉
氏
の
よ
う
な
人
々
の
理
想

っ
て
の
は
、
の
―
み
そ
筋
肉
全
身
キ
ン
ニ
ク
の
マ
ッ
チ
ョ
マ
ン
が
嬉
々
と
し
て
主

夫
業
や
子
育
て
に
励
ん
で
い
る
よ
―
な
世
界
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
う
げ
げ
、
嫌
だ

よ
つヽ
。

ハ
ナ
シ
が
あ

っ
ち
ゃ
こ
っ
ち
ゃ
飛
ん
で
し
ま

っ
て
す
い
ま
せ
ん
。
正
直
僕
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
と
ゆ
―
状
態
を
肯
定
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
。
自
ら

の
内
に
閉
じ
こ
も
り
、
妄
想
の
世
界
に
遊
ぶ
の
は
、
緊
急
避
難
で
は
あ
れ
、
そ
れ

が
元
で
市
民
社
会
か
ら
パ
ー
ジ
さ
れ
て
も
文
句
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
僕
も
含
め
て
、
オ
タ
ク
は
本
当
に
切
実
に
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
求
め
て
止
ま
ず
、
そ
れ
が
で
き
な
い
ゆ
え
に
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
の
だ
。

ち
ょ
う
ど
ウ
ー
マ
ン
リ
プ
が
、
自
身
の
不
全
感
か
ら
始
ま

っ
て
、
〈
モ
ｇ

曽
●
目じ

と
問
い
か
け
な
が
ら
自
ら
の
生
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
に
似
た
作
業
を
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
、
お
仕
着
せ
の

「
デ
ー
ト
実
習
セ
ラ
ピ

ー
」
だ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

僕
ら
自
身
の
不
全
感
に
は
、
自
ら
真
向
か
っ
て
い
く
覚
悟
が
必
要
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
で
き
な
い
オ
タ
ク
に
関
し
て
は
、
好
き
で
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
は
っ

と
け
ば
い
い
。
そ
ん
な
連
中
が
い
る
の
か
？
　
い
な
い
か
ら
ア
タ
シ
が
や
っ
て
る

ん
だ
！
　
と
の
笹
倉
氏
の
高
笑
い
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。
僕
は
い
る
と
信
じ
て
い

る
。
少
な
く
と
も

マ
ン
ガ
部
会
の
連
中
や
、
僕
の
支
持
す
る

一
部
の
エ
ロ
マ
ン
ガ

家
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
の
状
態
と
必
死
に
格
闘
し
て
い
る
。
あ

と
か
ら
つ
い
て
く
る
オ
タ
ク

・
リ
プ
リ
ア
ン
も
こ
れ
か
ら
続
々
と
登
場
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
笹
倉
氏
が
慌
て
ふ
た
め
く
よ
う
な
ダ
メ
男
の
逆
襲
を
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。

CHOISIR ИOι36 Jθ



〔付
記
〕

仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
書
き
な
ぐ

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
い
ま

い
ち
シ
ョ
ワ
ジ

ー
ル
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
伝
わ
ら
な
い
文
章
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
以
前
書
い
た
文
章
を
補
足
と
し
て
送
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
僕
が
関
わ
っ
て

い
る
エ
ロ
マ
ン
ガ
の
世
界
の
推
薦
本
と
僕
自
身
の
仕
事
の
リ
ス
ト
を
別
記
し
て
お

き
ま
す
。
そ
の
へ
ん
の
抵
抗
の
少
な
い
方
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

一
読
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
推
薦

「
リ
バ
ー
ス
・
モ
ー
ド
」
千
葉
治
郎

（白
夜
書
一房
）

「
ｒ
Ｏ
く
日
あ
＞
ｒ
こ

千
葉
治
郎

（松
文
館
）

「
〓
”
＞
”
弓
＞
０
工
理

末
広
雅
里

（白
夜
書
房
）

「
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
末
広
雅
里

（白
夜
書
一房
）

「
死
ぬ
な
ミ
ミ
ズ
」
塔
山
森

（
フ
ラ
ン
ス
書
院
）

「お
姫
様
と
い
ろ
い
ろ
」
塔
山
森

（
フ
ラ
ン
ス
書
院
）

「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
山
本
直
樹

（弓
立
社
）

「夏
の
思
い
出
」
山
本
直
樹

（大
田
出
版
）

「
フ
レ
イ
ク
ス
」
山
本
直
樹

（シ
ュ
ベ
ー
ル
出
版
）

※
他
、
天
竺
浪
人
、
う
た
た
ね
ひ
ろ
ゆ
き
、
が
ぁ
さ
ん
、
陽
気
婢
…
と
い
っ
た
作

家
は
お
勧
め
。
女
性
で
は
あ
る
が
、
小
本
田
絵
夢
、
南
Ｑ
太
、
一ｏ
ｚ
ｚ
く
も
要
チ

エ
ツ
ク
Ъ

●
玄
田
生
作
品

（現
在
人
手
可
能
分
）

「時
計
仕
掛
け
の
せ
つ
な
」
（ビ
デ
オ
出
版
刊
／

「
セ
ー
ラ
ー
弓
”
口
こ

所
載
）

「
タ
ラ
チ
ネ
」
（ヒ
ッ
ト
出
版
刊
／

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
」
所
載
）

「
Ｘ
Ｌ
Ⅱ
～
倫
情
天
使
～
」
（ヒ
ッ
ト
出
版

「
コ
ミ
ッ
ク
セ
ラ
フ
ィ
ン
」
６
月
号
）

「プ
ラ
ッ
ク

・
ベ
テ
ィ

・
フ
ラ
ッ
パ
ー
」
（ヒ
ッ
ト
出
版

「
コ
ミ
ッ
ク
セ
ラ
フ
ィ
ン
」

８
月
号
）

「あ
ん
す
り
う
む
」
（
ヒ
ッ
ト
出
版
刊
／

「
Ｍ

一
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
所
載
…
８
／
２５
発
売
予

定
）

「え
ん
じ
の
Ｐ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
」
（現
在
執
筆
中
）
（
１０
月
発
売
予
定

・
ヒ
ッ
ト
出
版

「
ｏ

‐―
「”
弓
】∽
工
く
ｏ
】ヽ
」）

少
し
前
か
ら
、
こ
の
三
題
噺
が
僕

の
主
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

「
オ
タ
ク
」
論
に
関
し
て
は
、
著
名

な

「オ
タ
ク
評
論
家
」
の
多
く
が
実

際
に
は
見
下
し
た
態
度
で

「脱

・
オ

タ
ク
啓
蒙
」
を
ぶ
つ
か
ナ
ル
シ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な

「オ
タ
ク
分
か
礼
讃
」
を

く
り
か
え
し
て
い
る
状
況
に
う
ん
ざ

り
し
つ
つ
も
、
自
称

「
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
」
の
無
理
解

・
男
権
主
義
者
の
暴

力
的
抑
圧

・
「
オ
タ
ク
」
自
身
の
自

己
解
放
の
放
棄
と
い
う
四
面
楚
歌
の

状
態
に
お
い
て
は
、
多
少
の
弁
護
と
、

よ
り
積
極
的
な
評
価
を
せ
ね
ば
な
る

ま
い
、
と
の
思
案
に
い
た
っ
て
い
る
。

直
接
に
は
、
件
の

「幼
女
連
続
誘

拐
殺
人
事
件
」
に
対
し
て
疑
問
符
を

投
げ
か
け
る
集
会
を
企
画
す
る
過
程

で
の
思
い
つ
き
が
始
ま
り
だ

っ
た
。

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
自
称
す
る

一
部
の

輩
が
、
「被
告
」
と
さ
ね
た
宮
崎
勤

氏
に
対
し
て
、
「大
人
の
男
に
な
り

き
ね
な
い
未
熟
な
犯
罪
者
」
よ
ば
わ

り
を
す
る
。
あ
る
い
は
、
動
揺
し
た

自
称

「オ
タ
ク
」
が

「僕
ら
と
彼
と

は
違
う
―
」
な
ど
と
言
い
訳
を
く
り

か
え
す
。
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
マ
ス

コ
ミ
は

「異
常
な
文
化
」
と
書
き
立

て
る
。
…
…
宮
崎
氏
が
犯
人
で
あ
る

か
も
極
め
て
疑
わ
し
い
状
況
の
中

で
、
「オ
タ
ク
」
を
語
る
言
説
は
肥

大
化
し
て
い
っ
た
。

僕
自
身
、　
一
〇
～

一
八
歳
の
頃
に

は
典
型
的
な
オ
タ
ク
少
年
だ

っ
た
。

ヤ
マ
ト

・
ガ
ン
ダ
ム
か
ら

「装
甲
騎

兵
ボ
ト
ム
ズ
」
「ア
ニ
メ
版
み
ゆ
き
」

「と
ん
が
り
帽
子
の
メ
モ
ル
」
と
い

っ
た
ア
ニ
メ
作
品
に
い
ね
こ
み
、
セ

ル
画
を
買
っ
た
り
、
好
き
な
マ
ン
ガ

を
論
じ
る
こ
と
に
、
至
福
を
感
じ
て

い
た
。
「
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
」
「
花
と
ゆ
め
」

と
い

っ
た
少
女
ま
ん
が
と

「
宝
島

「
ロ
ツ
キ
ン
グ
オ
ン
」
「朝
日
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
「
世
界
」
を
発
売
日
に
買

い
込
ん
で
読
み
耽
る
ヘ
ン
な
高
校
時

代
は
、
今
の
僕
と
い
う
人
間
を
語
る
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の
に
欠
か
せ
な
い
。
今
は
ア
ニ
メ
な

ど
ほ
と
ん
ど
観
な
い
し
、
自
分
が
オ

タ
ク
な
の
か
と
い
え
ば
、
ま
あ

一
般

的
に
は
そ
―
じ
や
な
い
だ
ろ
う
。

で
も

「オ
タ
ク
だ
っ
た
自
分
」
の

フ
ロ
セ
ス
を
経
な
か
っ
た
ら
、
僕
な

ん
か
は
典
型
的
な
体
育
会
系
マ
ツ
チ

ョ
男
に
な
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
し
、
こ
の
ト
シ
に
な
っ
て
ま

で
過
剰
な
自
意
識
と
の
格
闘
に
悩
む

よ
う
な
生
き
方
は
し
て
な
か
っ
た
と

思
う
。
僕
に
と
っ
て

「オ
タ
ク
男
の

自
意
識
」
を
抱
え
込
ん
で
ウ
ジ
ウ
ジ

と
悩
む
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
の
自
己

正
当
化
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
そ
う

で
も
し
な
け
り
や
、
人
格
破
綻
者
と

し
て
抹
殺
さ
れ
る
か
人
間
の
ク
ズ
と

し
て
社
会
の
残
飯
あ
さ
る
生
を
強
制

さ
ね
る
か
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
僕

と
し
て
は
必
死
で
あ
る
。

僕
は
当
初
、
オ
タ
ク
の
本
質
を

「社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
自
由
な
人
」
と
言
い
換
え
、
「
コ

ン
プ
レ
ツ
ク
ス
が
解
消
で
き
ず
に
い

る
人
は
誰
だ
っ
て
オ
タ
ク
的
嗜
好
を

抱
え
て
い
る
し
、
そ
ね
は
積
極
的
に

見
れ
ば
人
間
的
魅
力
に
つ
な
が
る
」

と
論
駁
し
て
い
た
。
そ
れ
は
そ
の
後

起
こ
っ
た

「有
害
コ
ミ

ツ
ク
規
制
」

の
問
題
に
ざ
い
て
も
継
続
し
て
、
マ

ン
ガ
に
お
け
る

「性
差
別
表
現
」
と

い
う
批
判
を
、
僅
か
な
が
ら
存
在
す

る
積
極
的
な

「性
表
現
」

へ
の
可
能

性
を
持
つ
作
品
の
紹
介
と
い
っ
た
形

で
切
り
返
そ
う
と
努
め
た
。
そ
れ
は

別
に
、　
一
般
的
に
オ
タ
ク
族
を
擁
護

し
よ
う
と
し
て
頑
張
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
「元
オ
タ
ク
」
が

「オ
タ
ク
」

を
か
ば
う
よ
う
な
言
い
訳
は
し
た
く

な
か
っ
た
し
、
な
に
よ
り
大
多
数
の

オ
タ
ク
は
抑
圧
な
ん
か
感
じ
て
い
な

い
し
、
自
己
解
放
の
し
ん
ど
い
闘
い

よ
リ
パ
ソ
コ
ン
画
面
の
美
少
女
と
戯

れ
る
こ
と
の
快
楽
に
溺
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
ら
。
僕
は
あ
く
ま
で
、
少
数

者
と
し
て
の
自
己
を
認
識
し
、
ど
こ

か
に
い
る
だ
ろ
う
共
感
者
と
出
会
う

た
め
に
そ
う
し
て
い
た
の
だ
。

そ
の
上
で
、
自
分
自
身
は
意
識
的

に

「
エ
ロ
マ
ン
ガ
家
」
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
よ
う
と
し
た
し
、
そ
う
し
た

「
オ
タ
ク
解
放
」
の
論
拠
を

「男
ら

し
く
な
い
生
き
方
」
を
模
索
す
る

「
メ
ン
ズ
リ
ブ
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス

に
求
め
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
あ
る

「メ
ン
ズ

リ
ブ
」
な
る
運
動
の
多
く
は
、
「男

の
家
事

・
育
児
の
分
担
」
だ
の

「性

差
別
者

・
社
会
的
強
者
と
し
て
の
立

場
の
自
己
否
定
」
と
い
っ
た
、
フ
エ

ミ
ニ
ス
ト
的
言
説
を
補
完
す
る
作
業

に
窮
々
と
す
る
消
極
的
な
も
の
で
し

か
な
く
、
や
っ
ば
り
と
い
う
か

「ウ

ジ
ウ
ジ
と
過
剰
な
自
意
識
に
悩
む
オ

タ
ク
男
」
を
救
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
。

「主
夫
や
っ
て
ま
す
」
「育
児
や

っ
て
ま
す
」
と
の
た
ま

っ
て
、
お
っ

か
な
い
フ
ェ
ミ
妻
の
こ
機
嫌
伺
い
な

が
ら
妄
想
の
中
で
は
力
強
い
己
が
シ

ン
ボ
ル
で
女
を
屈
服
さ
せ
て
り
ゃ
、

世
話
な
い
わ
。
あ
い
も
変
わ
ら
ず
、

男
も
女
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
ナ
イ
ス

パ
デ
ィ
と
自
分
の
Ｓ
か
Ｍ
の
性
的
嗜

好
を
満
た
す
片
割
れ
を
求
め
続
け
て

い
る
わ
け
で
、
ど
ん
な
に
理
屈
で
性

差
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
っ
て
、

マ
ッ
チ
ョ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ

る
自
分
の
性
癖
に
切
り
込
め
な
い
Ｌ

Ｉ

Ｖ

Ｅ

の

Ｌ

Ｉ

Ｂ

Ｅ

Ｒ

Ａ

Ｔ

１

０

Ｎ

な
ん
て
信
用
で
き
な
い
。

「主
夫
業

・
男
の
育
児

・
買
春
し

な
い
男
」
で

一
〇
年
運
動
続
け
て
る

男
の
顔
に
は
、
深
く
刻
ま
れ
た

「認

知
さ
れ
た
男
」
の
印
が
映
る
。
出
発

点
で
し
か
な
い
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
る

人
々
と
の
共
闘
は
無
理
だ
と
感
じ
つ

つ
も
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
そ
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う
と
す
る
足
先
に
は
も
う
階
段
が
な

い
こ
と
に
愕
然
と
す
る
。
何
よ
り
、

僕
の
中
で
何
が

「男
ら
し
さ
か
ら
の

解
放
」
な
の
か
、
と
い
う
い
ち
ば
ん

重
用
な
部
分
が
漠
然
と
し
て
い
る
。

唐
突
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、
僕

自
身
の

「オ
タ
ク
」
し
て
い
た
少
年

時
代
の
報
わ
れ
す
、
切
な
い
感
情
を

掘
り
起
こ
す
こ
と
だ
っ
た
。

男
子
高
校
生
Ａ
が
好
き
な
女
の
子

の
後
つ
け
ま
わ
し
て
彼
女
の
家
の
五

Ｏ

ｍ
先
の
高
台
か
ら
彼
女
の
部
屋
の

明
か
り
を
見
つ
め
る
姿
は
、　
一
般
的

に
は
変
態
だ
ろ
う
が
、
本
人
の
立
場

か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
ほ
ど
切
な
く
り

リ
カ
ル
な
シ
ー
ン
は
な
い
だ
ろ
う
。

惚
れ
ら
れ
た
女
の
子
の
立
場
か
ら
す

ね
ば
え
ら
い
迷
惑
だ
ろ
う
が
、
だ
か

ら
と
言
っ
て
こ
の
彼
女
を
手
ま
せ
て

平
然
と
し
て
い
る
男
子
高
校
生
Ｂ
が

そ
の
ト
シ
で
積
極
的
に
オ
ト
コ
を
演

じ
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
Ａ

が

「変
態
オ
タ
ク
男
」
と
ク
ラ
ス
で

陰
口
を
叩
か
れ
な
が
ら
も
オ
ト
コ
を

演
じ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
決
し
て
責

め
ら
れ
る
筋
の
も
の
で
は
な
い
ん
じ

ゃ
な
か
ろ
う
か
？
　
Ａ
が
そ
の
後
屈

折
し
た
性
意
識
の
も
と
ロ
リ
コ
ン
エ

ロ
マ
ン
ガ
家
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
、

Ｂ
が
若
手
都
議
会
議
員
と
し
て
妾
を

囲
い
な
が
ら

「有
害
コ
ミ
ッ
ク
規
制
」

に
活
躍
し
て
、
Ａ
の
作
家
生
命
を
Ｂ

が
漬
し
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
Ａ
の

リ
リ
シ
ズ
ム
と
Ｂ
の
男
権
主
義
を
眺

め
た
場
合
、
僕
は
あ
く
ま
で
Ａ
の
立

場
を
支
持
し
た
い
。

た
と
え
が
く
ど
い
が
、
僕
の
考
え

る

「メ
ン
ズ
リ
ブ
」
と
は
、
そ
う
い

う
類
い
の
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ

た
。
「
有
害
コ
ミ
ッ
ク
」
論
争
の
中

で
、　
一
部
の
エ
ロ
マ
ン
ガ
家
が
既
成

の
表
現
と
は
明
ら
か
な
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
問
題
を
題
材
に
し
た
作
品

を
著
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
と

い
う
か
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
山
本
直
樹
の
作

品
の
多
く
は
、
社
会
と
折
り
合
い
を

付
け
ら
ね
な
い
で
暴
走
す
る
過
剰
な

自
意
識
を
描
い
て
い
る
し
、
う
た
た

ね
ひ
ろ
ゆ
き
、
末
広
雅
里
、
滝
沢
ひ

ろ
ゆ
き
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
プ

作
家
が
、
「ら
し
さ
」
か
ら
の
脱
走

を
試
み
な
が
ら
、
切
な
く
も
報
わ
ね

な
い
変
態
行
為
を
執
拗
に
描
く
姿
勢

に
、
か
す
か
な
に
可
能
性
を
感
じ
る
。

「性
差
別
表
現
」
と

「性
表
現
」
の

区
別
と
言
っ
た
時
に
、
表
面
的
な
合

憲
性
や
夢
想
的
な

「
理
想
の
関
係
」

を
あ
ま
た
に
ポ
ル
ノ
妄
想
に
対
置
す

る
こ
と
で

「有
害
コ
ミ
ッ
ク
」
問
題

に
言
及
し
よ
う
と
す
る

「
良
識
派
」

の
守
備
範
囲
で
は
、
こ
う
し
た
作
品

の
リ
リ
シ
ズ
ム
は
到
底
理
解
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
僕
が
エ
ロ
マ
ン
ガ
を
描

こ
う
と
す
る
の
は
、
自
分
の
中
の

「性
」
と

「生
」

へ
の
こ
だ
わ
り
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
習
作
の
形
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
作
業
だ
と

考
え
て
い
る
。

オ
タ
ク
は
屈
折
し
、
劣
等
感
を
抱

い
て
い
る
が
故
に
、
そ
れ
ま
で
の
男

社
会
の
レ
ー
ル
か
ら
は
み
だ
し
た
倫

理
を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
か
？

一そ
う
し
た
倫
理
を
批
判
的
に
汲
み
上

げ
る
作
業
は
、
果
た
し
て
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ

う
考
え
た
時
、
僕
な
り
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
い
う
も
の
が
見
え
て
き
た
気
が

す
る
。
「オ
タ
ク
男
の
自
意
識
」
の

分
析
が

「メ
ン
ズ
リ
ブ
」
の
運
動
総

体
を
次
の
局
面
に
向
か
わ
せ
る
可
能

性
は
あ
る
。

「
ア
ナ
ル
コ
ミ
ク
ス
」

９３
・
８
・
‐５
よ
り
）
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や
お
い
論
争

コ
ミ
ケ
参
上
っ

離1:ヨリ:

８
月
７
日
、
日
曜
日
。
朝
８
時
前

に
東
京
駅
に
降
り
立

つ
私
の
日
の
前

に
、
ワ
ラ
フ
ラ
と
人
の
波
。
台
車
を

カ
ラ
カ
ラ
と
引

い
て

い
る
人
多
し
。

な
、
な
ん
だ
、
民
族
大
移
動
か

っ
。

い
や
い
や
、
コ
ミ
ケ
に
向
か
う
や
お

い
少
女
た
ち
な
の
だ
。

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
長
蛇
の
列
。

こ
の
暑

い
の
に
晴
海
ま

で
歩
い
て
い

く
な
ん
て
ヤ
だ
も
ん
ね
、
し
ょ
―
が

な
い
、
最
後
尾
に
つ
く
。
待

つ
こ
と

‐５
分
ほ
ど
。
次
か
ら
次

へ
と
タ
ク
シ

ー
が
や

っ
て
来
る
の
で
、
思
っ
た
ほ

ど
は
待
た
な
か
っ
た
け
ど
、
タ
ク
シ

ー
は
み
な
同
じ
方
向

へ
向
か
っ
て
い

る
の
だ

っ
た
。
そ
う
、
そ
れ
は

「
自

然
な
渋
滞
」
っ
て
や
つ
で
は
な
い
。

「
皆
さ
ん
、
同
じ
と
こ
ろ
へ
行
か

れ
る
ん
で
す
ね
、
や

っ
ば
り
」

う
１
む
、
話
し
好
き

の
運
転
手
に

当
た

っ
て
し
ま
っ
た
。

「
今
日
は
、　
一
年
で
い
ち
ば
ん
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
し
ょ
？
」

私
よ
り
事
情
通
か
も
し
れ
ん
。
突

っ
込
ま
れ
て
も
困
る
ん
だ
け
ど
な
ぁ
。

「
お
仕
事
で
す
か
？
」

「
は
？
」

「プ
ロ
の
先
生
が
描

い
た
も
の
は
、

や

っ
ば
り
人
気
が
高

い
そ
う
じ
ゃ
な

い
で
す
か
」

あ
の
お
―
、
そ
の
お
―
、
私
は
漫

画
家
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
お
―
。

「
い
や
、
そ
の
、
私
は
参
加
す
る

の
は
初
め
て
で
…
…
」

以
下
、
ア
ウ
ア
ウ
。

「も
う

い
っ
ぱ
い
待

っ
て
ま
す
よ
、

門
の
外
に
。
ま
だ
入
れ
て
も
ら
え
な

い
ん
だ
な
、
あ
れ
は
」

「
そ
う
で
す
か
。
売
る
側
の
人
は
、

８
時
半
ま
で
に
来
る
よ
う
に
言
わ
れ

て
る
ん
で
す
け
ど
」

「あ
り
や
り
や
、
そ
り
ゃ
大
変
だ
。

間
に
合
う
か
な
。
差
し
障
り
が
あ

っ

ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
」

一続
ぐ

‐勘
違
い
。　
　
■　
　
　
　
・

「大
丈
夫
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
ぐ

ら
い
遅
れ
て
も
」

「
そ
う

で
す
か
。
し

っ
か
し
、
暑

い
で
す
ね
。
あ
な
た
み
た
い
な
人
は

体
に
気
を

つ
け
な
く
ち

ゃ
い
け
ま
せ

ん
よ
。
根
を
詰
め
す
ぎ
る
と
ね
、
よ

く
な
い
で
す
よ
、
暑
い
ん
だ
し
」

だ
か
ら
あ
―
、
私
は
プ
ロ
の
漫
画

家
さ
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
っ
て
ば
あ
。

「
今
朝
は
ね
、
池
袋
で
乗
せ
た
お

客
さ
ん
を
送

っ
て
東
京
駅
ま
で
来
た

ら
、
こ
れ
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
さ

っ
き
か
ら
こ
の
道
往
復
し
て
て
ね
、

あ
た
し
ゃ
―
、
朝
ご
は
ん
も
ま
だ
で
。

お
腹
す
い
ち
ゃ
っ
た
な
、
も
う
」

「
…
…
す
い
ま
せ
ん
」

君
の
タ
ク
シ
ー
に
乗

っ
た
私
が
悪

い
の
だ
、

つヽ
ん

つヽ
ん
。

ど
う
に
か
こ
う
に
か
到
着
。
ド
ヒ

ェ
ー
、
す
っ
ご
い
人
。

ハ
タ
と
気
付
け
ば
、
自
分
の
サ
ー

CHOISIR Iわ ′36 Jイ



ク
ル
が
何
館
の
何
番
か
、
す

っ
か
り

わ
か
ら
な
い
。
荷
物
を
宅
急
便
で
送

る
た
め
に
聞

い
た
番
号
は
、
荷
造
り

が
終
わ
つ
た
時
点

で
捨
て
て
し
ま

つ

た
。
係
の
人
に
聞
く
し
か
な

い
な
、

し
か
し
、
係
の
人
は
み
な
殺
気
だ

っ

て
い
て
、
自
分
の
机
が
わ
か
ら
な

い

人
の
こ
と
な
ん
て
相
手
に
し
て
く
れ

そ
う

に
な
い
。
だ

い
い
ち
、
み

っ
と

も
な
い
よ
な
―
。
「
私
は
ど
こ
に
行
け

ば

い
い
ん
で
し
ょ

つヽ
」
な
ん
て
、
初

心
者
だ
っ
て
バ
レ
バ
レ
じ
や
ん
。

少
し
前
を
歩
く
絵
理
子
さ
ん

（本

誌
に
も
執
筆
し
て
く
れ
て
い
る
）
を

発
見
。
周
囲
か
ら
浮
き
ま
く
る

「
極

道

の
妻
た
ち
風
チ

ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
」

を
着
て
て
く
れ
て
、
よ
か

つ
た
よ
か

っ
た
。
迷
子
に
な
ら
ず
に
す
ん
だ
よ

お
。
あ
り
が
と

つヽ
つ
。

以
後
は
、
彼
女
を
は
じ
め
と
す
る

経
験
豊
富
な
皆
さ
ま
に
手
と
り
足
と

り
し
て
も
ら
う
。
み
ん
な
、
あ
り
が

と
う
ね
、
感
謝
し
て
ま
す
。

「
や
お

い
論
争
　
合
本
」

Ｉ

・

Ⅱ

・
皿
を
ひ
つ
さ
げ
て
、
初
の
コ
ミ

「ケ
参
上
を
果
た
し
た
私
。
「何
な
ん
だ

よ
、
や
お
い
論
争

っ
て
」
と
か

「
て

め
え
か
よ
、
こ
ん
な
も
ん
作
り

や
が

っ
て
」
な
ん
て
誰
か
に
殴
ら
れ
た
ら

ど
う

し

よ
う

と

ビ

ク
ビ

ク
し

つ
つ

（ウ
ソ
ウ
ソ
、
そ
ん
な
ガ
ラ
じ
ゃ
な

い

っ
す
）
、
た
だ
ジ
ー
ツ
と
客
を
待

つ
。

好
調
な
す
べ
り
だ
し
。
な
か
な
か

順
調
に
人
が
寄

っ
て
い
る
感
じ
。
そ

り

ゃ
、
人
気

の
あ
る
人
の
と
こ
ろ
ほ

ど
じ
ゃ
、
も
ち
ろ
ん
な
い
で
す
け
ど
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
に

マ
ー
カ
ー

つ
け

て
来

て
く
れ
た
人
、
模
索
舎
ま

で
探
し
に

行

っ
た
と
言

つ
て
く
れ
た
人
、
バ

ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
が
欠
け
て
い
る
か
ら
と

言

っ
て
く
れ
た
人
、
噂

に
聞

い
て
て

気

に
な

っ
て

い
た
と
言

っ
て
く
れ
た

人
、

い
や
あ
―
、
み
ん
な
あ
り
が
と

う
。
け

っ
こ
う
な
売
上
げ
で
ご
ざ

い

ま
し
た
の
。

ア
コ
ギ
な
商
売
と
怒
ら

な

い
で
。
私

の
人
件
費
が
入

っ
て
い

た
の
よ
。

と
い
う
わ
け
で
、
「
や
お
い
論
争
合

本
」
、
で
き
ま
し
た
。
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

っ
た
方
、
長

い
間
お
待
ち

い

た
だ

い
て
す
み
ま
せ
ん
。
お
申

し
込

み
の
方
は
、
下
記

の
要
領

で
お
願

い

い
た
し
ま
す
。
ギ

ョ
ー
カ
イ

に
精
通

し
て
い
る
方
、
噂
だ
け
で
ヤ
キ
モ
キ

し
て
い
る
人
が

い
る
ラ
シ
イ
の
で
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
話
題
に
出
し
て
広

め
て
く
だ
さ
い

（ず
う
ず
う
し
く
て
、

す
い
ま
せ
ん
っ
）。

やおい補争含本 IoⅡ ・Ⅲ

価  格  I=800円   Ⅱ=8∞円   Ⅲ=700円

☆購読をご希望の方は、

郵便振替 名義・ ショワジール)

まで、号数・ 冊数を明記のうえ、送料を含めた代金をお

振り込みください。

送料は 111190円、 3冊セットで390円です。

問い合わせ、ご質問・ ご意見は

まで。
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◆

流

川

リ

コ
◆

☆
い
つ
も
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
集
計

・
結
果

が
楽
し
み
で
す
。

☆
笹
倉
尚
子
氏
の
文
章
は
不
快
す
ぎ

て
、
反
論
す
る
気
す
ら
起
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、
私
は

「
快
楽
」
や

「
欲
望
」

に
は
本
来
あ
る
べ
き
正
し

い
姿
が
あ

る
、
と
い
う
考
え
は
い
や
だ
し
、
そ

の
姿

に
近
づ
く
こ
と
を

「
解
放
」
と

呼
ぶ
こ
と
も

い
や
で
す
。
人
と
の
直

接
的
な
触
れ
合
い
こ
そ
誰
も
が
求
め

る
宣
（の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
、

と

い
う
考
え
も

い
や
で
す
。
人
間
は

も

っ
と
複
雑
で
愉
快
な
も

の
だ
と
思

い
ま
す
。

☆

〈
注
文
服
ポ
ワ
レ
テ
ィ
カ

〉
よ
り

耳
よ
り
の
お
知
ら
せ
で
す
。

九
月
十

一
日

（
日
）

一
〇

一
〇
〇

～

一
九

¨
〇
〇
　
晴
海

。
東
京
国
際

貿
易
セ
ン
タ
ー
西
館
に
て
、
第

一
回

デ
ザ
イ
ン

・
フ
エ
ス
タ
と

い
う
催
し

が
あ
り
ま
す
。

服

・
小
物

・
絵

・
オ
ブ
ジ

ェ
…
ｏ
●

を

一
〇
〇
〇
ブ
ー
ス
分
の
人
々
が
出

品
し
ま
す
。
プ
ロ

・
ア
マ

・
学
生

・

そ
の
他
、
ま
ぜ
こ
ぜ
で
す
。
ポ
ワ
レ

テ
ィ
カ
も
服
を
出
す
予
定
で
す
。
注

文
を
優
先
し
て
い
る
の
で
、
品
物
が

間
に
合
わ
な
か

っ
た
ら
ご
め
ん
な
さ

い
な
の
で
す
が
、
全
体
と
し
て
来
て

損
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
ご
来
場
の

際
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
。
今
回
の
テ
マ
は
ロ

リ

ー
タ
＝

マ
ス
キ

ュ
リ

ン
で
す
。

（間
＝

）

◆
Ｚ
”
「一す
”
『”
＞
蚕
烹
▲
▼

誰
か
を
好
き

に
な
る
、
恋
に
お
ち

る
、
と

い
う

の
は
、
不
思
議
な
こ
と

で
す
よ
ね
。
本
当

に
愚
か
し
く
な
る
。

そ
の
人
が
い
ち
ば
ん
大
切
で
あ

っ
て
、

そ
の
人
に
何
を
さ
れ

て
も
耐
え
ら
れ

る
、
極
端
な
話
、
命
を
投
げ
出
し
た

っ
て
か
ま
わ
な

い
、
と
思
う
。
ふ
だ

ん
、
ど
ん
な
に
理
屈
を
こ
ね
て
い
よ

う
と
、
好
き
な
人
相
手

で
は
、
ど
う

し
よ
う
も
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
馬

鹿
馬
鹿
し

い
よ
う
な
話

で
。
で
も
そ

れ
が
、
好
き

で
あ
る
、
と

い
う
こ
と

の
正
体
だ
と
思
う

の
で
す
。

三
五
号
に
お
け
る
、
三
四
号
に
対

し
て
の
皆
さ
ん
の
反
響
は
、
ほ
ぼ
予

想
通
り
で
し
た
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
や
立

場

の
差
こ
そ
あ
れ
、
私
も

コ
レ
は

一

通
り
考
え
た
わ
、
と

い
う
意
見
が
載

っ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
た

だ
、
前
回
の
座
談
会

に
対
し
て
の
反

応
は
、
掛
札
さ
ん
た
ち
が
気

の
毒
だ

な
、
と
思

い
ま
し
た
。
反
論
も

い
つ

に
な
く
苦
し
げ

で
、
あ
あ
、
こ
れ
だ

け
の
明
確
な
主
張
を
も

っ
て

い
る
人

で
も
、
わ
か

っ
て
も
ら
え
な

い
の
か
、

誤
解
さ
れ
る
の
か
、

つ
ま
ら
な

い
中

傷
を
受
け
る
の
か
、
と
思
う
と
、
暗

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

掛
札
さ
ん
の
主
張
は
、
私
は
女
性

と
し
て

（肉
体
的
な
意
味
も
含
め
て
）

女
性
が
好
き

で
、
女
性
の
恋
人
が

い

て
、
そ
の
人
を
大
事

に
し
た

い
と
思

い
、
ま
た
、
そ
れ
を
普
遍
的
な
拡
大

し
て
、
女
性
全
般

の
力

に
な
れ
る
な

れ
る
の
な
ら
、
私
の
で
き
る
こ
と
な

ら
何
で
も
お
手
伝

い
し
ま
す
よ
、
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
？

こ
れ
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
、

当
た
り
前

の
主
張
だ
と
思

い
ま
す
。

好
き
な
ひ
と

に
対
し
て
ど
こ
ま
で
も

誠
実

で
あ
り
た

い
、
と

い
う

こ
と
、

苦
し
ん
で
い
る
女
性
が
あ
れ
ば
、
立

場
や
垣
根
を
越
え

て
、
仲
間
と
し
て

手
を
差
し
延

べ
た

い
、
と
思
う
こ
と
の
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そ
れ
を
、
夢
物
語
や
キ
ラ
め
か
し

い

理
想

で
な
く
、
現
実

の
レ
ベ
ル
で
上

手

に
処
理
し
て
い
く

に
は
ど
う
し
た

ら

い
い
か
、
み
ん
な

で
考
え
ま
し

ょ

う
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

こ
う

い
う
考
え
方

の
人
が
、
何
も

考
え
な

い
で
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
の

人
を
攻
撃
す
る
？

本
気
で
皆
さ
ん
、
そ
う
思
い
ま
す

か
？三

四
号
の
座
談
会

で
掛
札
さ
ん
が

尋
ね
て
い
る
の
は
、
バ
イ
セ
ク
シ

ャ

ル
の
人
の
意
識
と
立
場
で
す
。
あ
れ

は
、
決
し
て
攻
撃

で
は
な

い
と
思

い

ま
す
。

あ
そ
こ
で
彼
女
が
問
題
に
し
て

い

る
の
は
、
男

の
女
も
好
き

で
あ

る
、

と

い
う
こ
と

で
は
な

い
で
し

ょ

つヽ
。

そ
の
こ
と
を
、
あ
え

て
周
り
に
宣
言

す
る
こ
と
で
す
。
誰

に
対
し
て
、
何

の
た
め
に
す
る
の
か
、
と

い
う
こ
と

で
す
。
特
に
、
実
際

に
本
命
の
恋
人

が

い
る
人
の
場
合
、
相
手
に
対
し

て

も

の
す
ご
く
失
礼

で
は
な

い
の
？
、

と

い
う
こ
と
で
す
、
私
は
、
確
か

に

こ
ん
な
失
礼
な
こ
と
は
な

い
よ
な
、

と
思

い
ま
し
た
。
こ

つヽ
い
つ
の
っ
て
、

喧
嘩
を
売

っ
て
る
も
同
然
、
と
思

い

ま
せ
ん
か
？
　
特
に
、
同
性
愛
者
と

い
う
こ
と

で
、
陰

に
日
向

に
差
別
、

偏
見
、
圧
迫
を
受
け
て
い
る
カ

ッ
プ

ル
の
場
合
、
信
じ
ら
れ
る
の
は
周
り

の
人
間
や
社
会
制
度
で
な
く
、
ま
ず

自
分
と
恋
人
で
す
か
ら
、
そ
の
相
手

か
ら

「
今
は
お
ま
え
が
好
き
だ
が
、

明
日
は
知
ら
な

い
。
保
証
の
限
り
で

は
な
い
」
と
宣
言
さ
れ
る
の
は
、

い

き
な
り
縁
切
り
を
言
い
渡
さ
れ
た
よ

う
な
も
の
。
私
だ

っ
た
ら
、
絶
望
し

ま
す
よ
。
何
が
あ

っ
た
の
、
新
し
い

恋
人
が
で
き
た
の
、
と
相
手
を
問

い

つ
め
ま
す
。
何
か
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ

っ
て
、
そ
う

い
う
こ
と
を
言

い
出
し
た
ん
だ
ろ
う
、
と
思

い
ま
す

よ
。
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
か
？

女
性
が
男
性
を
好
き
で
あ
る
こ
と

は
、
社
会
通
念
の
中
で
は
常
識
で
あ

っ
て
、
特
殊
な
状
況
下
で
な

い
か
ぎ

り
、
あ
え

て
そ
れ
を
宣
言
す
る
人
は

い
ま
せ
ん
よ
ね
。
女
性
が
女
性
を
好

き
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
と
違

い
ま

す
。
愛
に
男
も
女
も
関
係
な

い
、
と

い
う
主
張
は
確
か
に
も

っ
と
も
で
す
。

で
も
、
そ
の
主
義
主
張
を
す
る
人
は
、

女
性
と
し
て
女
性
を
好
き

で
あ
る
こ

と

の
意

味
、
そ

の
幸
さ
苦
し
さ
を
、

真
剣

に
考
え

た
こ
と
が
あ

る

の
？
、

た
だ
、
頭
の
中
だ
け
で
自
分

に
都
合

の
い
い
理
屈
と
し
て
お

い
て

い
る
だ

け
じ

ゃ
な

い
の
？
、
と

い
う
疑
間
は

私
に
も
あ
り
ま
す
。

掛
札
さ
ん
の
言
葉
は
、
そ
こ
ら

へ

ん
を
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
人
は
ど

う
し
て

い
る
の
か
、
も
し
、
ふ
ら

つ

い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
立
場
は
し

っ
か
り
固
め
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
、

と

い
う

問

い
か
け
だ
と
思

い
ま

す
。

ぼ
ん
や
り
し
て
る
と
、
望
ま
な

い
よ

う
な
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
ち

ゃ
う

よ
、

踊
ら
さ
れ
ち

ゃ
う
よ
、
と

い
う
。
世

間
様
は
、
と
り
あ
え
ず
結
婚
し

て
い

れ
ば
幸
せ
で

一
人
前
だ
と

い
う
価
値

観
で
人
を
見
る
わ
け
で
す
か
ら
。
確

か
に
私
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
た
の
は
、

男
性
と
女
性

の
結
び
付
き
が
あ

っ
て

の
こ
と

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら

と
言

っ
て
、
そ
れ
を
私
た
ち
が
再
度
、

選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で

は
な

い
で
し
ょ
う
。
不
幸
な
生

い
立

ち
で
あ
る
な
ら
、
な
お
さ
ら
。
そ
れ

に
、
種

々
種

の
事
情
で
、
選
び
た
く

て
も
選
べ
な

い
人
も
、
た
く

さ
ん
い

る
だ
ろ
う
、
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
う

一
度
、
基
本
的
な
こ

と
を
考
え

て
み
る
べ
き
で
は
な

い
で

し

よ
う
か
？
　
人
を
好
き

で

い
る
こ

と
、
人
と
信
頼

の
絆
を
結
ぶ

っ
て
い

う

の
は
、
ど
う

い
う

こ
と
な

の
か
、

と

い
う
こ
と
を
。

◆
Ｃ
．
Ｊ
．◆

初
め
て
送

っ
て

い
た
だ

い
た
の
が

バ
イ
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
特
集

で
、
ち
ょ

っ
と
驚
き
ま

し
た
。
私
は
バ
イ
セ
ク

シ

ュ
ア
ル
だ
と

思

っ
て
い
る

の
で
。

こ
れ
は
と

っ
て
も

フ
ク
ザ

ツ
で
、
読

ん
で
い
る
と
頭
が
や
や
こ
し
く
な

っ

て
き
ま
す
。

最
後

の
ポ

デ

ィ
ノ
ー
ナ
さ

ん

の

「
受
」
と
か

「
攻
」
と
か
初
め
て
の
言

葉
が
あ

っ
て
、

と

ェ
ー
、

マ
ニ
ア
ッ

ク
！
と
び

つ
く
り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ヤ
オ
イ
方
面
の
方

々
の
言
葉

な
ん
で
し
ょ

つヽ
か
。
す
ご

い
で
す
ね
。

私
も
萩
尾
望
都
と
か
は
好
き

で
す
け

ど
。こ

れ
か
ら

の
号
、
楽
し
み

に
し
て

い
ま
す
。
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